
仙
塩
地
区
で
唯
一
の
公
立
病
院

と
し
て
の
使
命

　

仙
塩
地
区
２
市
３
町
で
唯
一
の
公
立
病
院
で

あ
る
塩
竈
市
立
病
院
。
そ
の
使
命
は
、
地
域
の

医
療
機
関
と
連
携
を
と
り
な
が
ら
、
住
民
の
健

康
と
生
命
を
守
っ
て
い
く
こ
と
で
す
。
平
成
21

年
２
月
に
は
「
塩
竈
市
立
病
院
改
革
プ
ラ
ン
」

を
策
定
。
①
経
営
の
効
率
化
②
再
編
・
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
化
③
経
営
形
態
見
直
し
の
３
つ
を
柱
と

し
た
改
革
に
全
職
員
で
取
り
組
ん
で
い
る
中
に

発
生
し
た
震
災
は
、
病
院
の
使
命
を
あ
ら
た
め

て
全
職
員
に
意
識
、
再
確
認
さ
せ
ま
し
た
。

患
者
や
職
員
等
に
被
害
な
し
が

唯
一
の
救
い

　
「
３
・
11
の
大
地
震
の
時
、
当
院
は
高
台
に
あ
っ

た
た
め
、
津
波
被
害
は
免
れ
た
も
の
の
、
大
地

震
に
よ
り
建
物
の
ひ
び
割
れ
、
亀
裂
、
電
気
・

ガ
ス
・
水
道
・
ガ
ス
の
停
止
、
電
話
の
不
通
に

よ
り
、
施
設
設
備
に
多
大
な
影
響
が
生
じ
、
診

療
に
つ
い
て
も
一
部
制
限
せ
ざ
る
を
得
な
い
状

況
と
な
り
ま
し
た
。
当
院
で
は
、
２
月
に
耐
震

工
事
を
終
了
し
て
い
た
た
め
、
患
者
・
職
員
等

水道部からの給水

地下カルテ庫病院災害対策本部（平成 23 年 3 月 12 日早朝）

に
ケ
ガ
人
等
な
か
っ
た
こ
と
が
唯
一
の
救
い
で

し
た
。」

　

震
災
経
験
や
教
訓
を
後
世
に
伝
え
残
す
た
め

に
塩
竈
市
立
病
院
が
独
自
に
編
纂
し
た
平
成
25

年
５
月
『
３
・
11
東
日
本
大
震
災
の
記
憶
～
２

年
を
経
過
し
た
今
、
当
時
を
振
り
返
っ
て
～
』

で
は
、
発
災
直
後
の
対
応
を
こ
の
よ
う
に
記
し

て
い
ま
す
。

　
「
午
後
４
時
、
市
立
病
院
災
害
対
策
本
部
を
設

置
。（
中
略
）
初
日
は
１
～
２
時
間
お
き
、
２
～

３
日
間
位
は
２
～
３
時
間
に
、
そ
の
後
は
１
日

３
～
４
回
程
度
の
ペ
ー
ス
で
会
議
を
継
続
的
に

開
き
ま
し
た
。」（
※
２
．
市
立
病
院
の
震
災
対

応
状
況
よ
り
）

　

医
療
設
備
が
被
害
を
受
け
、
手
術
不
可
、
内

視
鏡
検
査
不
可
、
放
射
線
検
査
不
可
、
検
体
・

生
体
検
査
も
不
可
。
電
気
、
水
、
ガ
ス
の
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
も
途
絶
え
る
中
、
震
災
当
日
か
ら
14

日
ま
で
、
14
名
の
常
勤
医
師
は
２
名
ず
つ
２
時

間
交
替
で
24
時
間
院
内
に
待
機
。
看
護
師
も
各

■塩竈市立病院の震災対応

診
療
関
係

協定被害状況など 復旧状況・対応など
【対応不能となったもの】
○手術
○内視鏡検査
○放射線検査
○各種検査（検体・生体検査等）

○放射線検査：3 月 14 日復旧
○各種検査（院内）：3 月 23 日復旧
○手術・内視鏡検査：4 月 4 日復旧

【診療体制について】
通常診療を取りやめ、
救急患者のみ対応

○訪問診療・看護：3 月 12 日再開
○外来（内科・外科・小児科・整形外科）
　：3 月17 日再開
○通常診察：3 月 22 日再開
○薬の処方日数：3 月 12 日～ 15 日（3 日分）

3 月 16 日～ 22 日（7 日分）
3 月 23 日～ 27 日（14 日分）
3 月 28 日～ 4 月 3 日（28 日分）

部
課
ご
と
に
交
替
体
制
を
と
り
、
全
職
員
総
出

で
ト
リ
ア
ー
ジ
診
療
体
制
に
移
行
し
て
、
救
急

の
受
け
入
れ
、
復
旧
作
業
に
対
応
し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
震
災
以
降
３
月
中
の
救
急
受
け

入
れ
件
数
は
１
６
３
件
と
通
常
の
２
カ
月
分
を

記
録
し
ま
し
た
が
、
こ
う
し
た
ハ
ー
ド
ワ
ー
ク

を
続
け
る
こ
と
が
で
き
た
の
も
、
病
院
の
使
命

を
全
職
員
が
強
く
意
識
し
て
い
た
こ
と
に
加
え

て
、
地
域
は
も
と
よ
り
全
国
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

物
心
両
面
で
の
支
援
が
あ
れ
ば
こ
そ
で
し
た
。

�

単
独
で
で
き
る
こ
と
、

共
同
で
行
う
べ
き
こ
と

　

震
災
後
、
市
立
病
院
で
は
経
験
や
教
訓
を
も

と
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
一
つ
が
地
域
医
療
機
関
と
の
連
携
体
制
で

す
。
震
災
前
か
ら
開
催
さ
れ
て
い
た
「
塩
釜
地

区
７
病
院
長
会
議
」
※
で
は
、
継
続
的
に
災
害

対
応
の
在
り
方
な
ど
の
検
討
を
重
ね
て
い
ま
す
。

　

市
立
病
院
単
独
と
し
て
は
、
当
直
体
制
や
施

設
管
理
体
制
を
変
更
し
、
大
規
模
な
災
害
に
対

応
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
ま
た
、
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
強
化
の
一
環
と
し
て
、
非
常
用
発
電
機

を
更
新
し
、
衛
星
電
話
や
無
線
に
よ
る
通
信
手

段
の
充
実
化
を
図
り
ま
し
た
。
備
蓄
食
糧
も
震

災
前
は
３
日
分
だ
っ
た
も
の
を
７
日
分
に
増
強

し
ま
し
た
。
一
方
、
震
災
時
は
人
員
が
確
保
で

き
ず
実
施
で
き
な
か
っ
た
診
療
活
動
な
ど
避
難

所
へ
の
対
応
は
、
今
後
の
検
討
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。

※
メ
ン
バ
ー
は
市
立
病
院
、
坂
総
合
病
院
、
仙
塩
総
合
病

院
、
宮
城
利
府
掖
済
会
病
院
、
松
島
病
院
、
緑
ヶ
丘
病
院
、

赤
石
病
院
の
病
院
長

7 病院長会議 非常用発電機 震災記録誌

地
域
の
医
療
機
関
に
お
け
る

震
災
対
応

　

塩
竈
市
の
平
成
26
年
度
の
政
策
目
標
で
あ
る

「
ミ
ッ
シ
ョ
ン
２
０
１
４
」
の
一
つ
と
し
て
、
地

域
包
括
ケ
ア
の
実
践
と
在
宅
医
療
の
よ
り
一
層

の
充
実
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
給
水
設
備
、
冷
暖
房
設
備
、
配
管
設

備
の
更
新
を
実
施
で
き
る
よ
う
に
す
る
国
の
新

た
な
財
政
支
援
制
度
の
活
用
の
検
討
事
業
も
予

定
し
て
い
ま
す
。

　

市
立
病
院
は
、
第
５
次
長
期
総
合
計
画
が
目
指

す
「
お
い
し
さ
と
笑
顔
が
つ
ど
う 

み
な
と
ま
ち 

塩
竈
」
の
ま
ち
づ
く
り
や
復
興
事
業
の
主
役
で
あ

る
市
民
の
健
康
維
持
に
欠
か
せ
な
い
存
在
で
す
。

災
害
時
に
も
頼
り
に
な
る
公
立
病
院
と
し
て
市

民
の
期
待
に
応
え
る
た
め
に
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
市
民
に
親
し
ま
れ
、
信
頼
さ
れ
る
市
立
病
院

と
な
る
よ
う
取
り
組
み
を
着
実
に
進
め
ま
す
。

住
民
の
期
待
に
応
え
、
信
頼
さ
れ
る
病
院
へ
。

　

市
内
の
各
医
療
機
関
も
健
康
と
生
命
を
守
る
活
動

を
活
発
に
行
い
ま
し
た
。
地
域
災
害
医
療
セ
ン
タ
ー
に

指
定
さ
れ
て
い
る
坂
総
合
病
院
で
は
、
発
災
直
後
に
対

策
本
部
を
立
ち
上
げ
、
震
災
当
日
か
ら
12
日
間
に
わ
た

り
ト
リ
ア
ー
ジ
診
療
体
制
を
実
施
。
13
日
か
ら
は
避
難

所
に
出
向
い
て
の
医
療
支
援
も
行
い
ま
し
た
。

　
「
塩
竈
市
災
害
対
策
本
部
ニ
ュ
ー
ス
第
9
号
（
３
月

15
日
07
：
30
発
行
）」
で
は
、
市
内
で
15
カ
所
、
１

市
3
町
で
は
23
カ
所
の
医
療
機
関
が
診
療
中
と
の
情
報

を
伝
え
て
い
ま
す
。

　

14
日
に
は
坂
総
合
病
院
の
呼
び
掛
け
で
自
治
体

（
市
立
病
院
）、
医
師
会
、
管
内
の
病
院
長
、
保

健
所
、
救
急
隊
な
ど
を
メ
ン
バ
ー
と
す
る
「
緊
急

地
域
連
絡
会
議
」
が
持
た
れ
、
以
後
７
回
開
催
さ

れ
、
情
報
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
う
し
て
市
民
の
健
康
と
生
命
を
守
る
活
動
は
、

地
域
の
医
療
・
救
急
関
係
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
下
、

続
け
ら
れ
た
の
で
し
た
。

※
坂
総
合
病
院
の
活
動
に
つ
い
て
は
P
1
4
7
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

平
成
21
年
か
ら
「
病
院
改
革
プ
ラ
ン
」
に
取
り
組
ん
で
い
た
塩
竈
市
立
病
院
。

医
療
設
備
の
損
傷
と
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
途
絶
、
診
療
体
制
の
制
限
…
。

「
住
民
の
健
康
と
生
命
を
守
る
」
と
の
思
い
の
下
で
の
全
職
員
一
丸
と
な
っ
て
の
対
応
。

震
災
経
験
は
、
病
院
の
使
命
を
あ
ら
た
め
て
意
識
、
再
確
認
さ
せ
ま
し
た
。

市
民
の
健
康
と
生
命
を
守
る

～
塩
竈
市
立
病
院
の
復
旧
・
整
備
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で

す
。
震
災
前
か
ら
開
催
さ
れ
て
い
た
「
塩
釜
地

区
７
病
院
長
会
議
」
※
で
は
、
継
続
的
に
災
害

対
応
の
在
り
方
な
ど
の
検
討
を
重
ね
て
い
ま
す
。

　

市
立
病
院
単
独
と
し
て
は
、
当
直
体
制
や
施

設
管
理
体
制
を
変
更
し
、
大
規
模
な
災
害
に
対

応
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
ま
た
、
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
強
化
の
一
環
と
し
て
、
非
常
用
発
電
機

を
更
新
し
、
衛
星
電
話
や
無
線
に
よ
る
通
信
手

段
の
充
実
化
を
図
り
ま
し
た
。
備
蓄
食
糧
も
震

災
前
は
３
日
分
だ
っ
た
も
の
を
７
日
分
に
増
強

し
ま
し
た
。
一
方
、
震
災
時
は
人
員
が
確
保
で

き
ず
実
施
で
き
な
か
っ
た
診
療
活
動
な
ど
避
難

所
へ
の
対
応
は
、
今
後
の
検
討
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。

※
メ
ン
バ
ー
は
市
立
病
院
、
坂
総
合
病
院
、
仙
塩
総
合
病

院
、
宮
城
利
府
掖
済
会
病
院
、
松
島
病
院
、
緑
ヶ
丘
病
院
、

赤
石
病
院
の
病
院
長
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地
域
の
医
療
機
関
に
お
け
る

震
災
対
応

　

塩
竈
市
の
平
成
26
年
度
の
政
策
目
標
で
あ
る

「
ミ
ッ
シ
ョ
ン
２
０
１
４
」
の
一
つ
と
し
て
、
地

域
包
括
ケ
ア
の
実
践
と
在
宅
医
療
の
よ
り
一
層

の
充
実
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
給
水
設
備
、
冷
暖
房
設
備
、
配
管
設

備
の
更
新
を
実
施
で
き
る
よ
う
に
す
る
国
の
新

た
な
財
政
支
援
制
度
の
活
用
の
検
討
事
業
も
予

定
し
て
い
ま
す
。

　

市
立
病
院
は
、
第
５
次
長
期
総
合
計
画
が
目
指

す
「
お
い
し
さ
と
笑
顔
が
つ
ど
う 

み
な
と
ま
ち 

塩
竈
」
の
ま
ち
づ
く
り
や
復
興
事
業
の
主
役
で
あ

る
市
民
の
健
康
維
持
に
欠
か
せ
な
い
存
在
で
す
。

災
害
時
に
も
頼
り
に
な
る
公
立
病
院
と
し
て
市

民
の
期
待
に
応
え
る
た
め
に
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
市
民
に
親
し
ま
れ
、
信
頼
さ
れ
る
市
立
病
院

と
な
る
よ
う
取
り
組
み
を
着
実
に
進
め
ま
す
。

住
民
の
期
待
に
応
え
、
信
頼
さ
れ
る
病
院
へ
。

　

市
内
の
各
医
療
機
関
も
健
康
と
生
命
を
守
る
活
動

を
活
発
に
行
い
ま
し
た
。
地
域
災
害
医
療
セ
ン
タ
ー
に

指
定
さ
れ
て
い
る
坂
総
合
病
院
で
は
、
発
災
直
後
に
対

策
本
部
を
立
ち
上
げ
、
震
災
当
日
か
ら
12
日
間
に
わ
た

り
ト
リ
ア
ー
ジ
診
療
体
制
を
実
施
。
13
日
か
ら
は
避
難

所
に
出
向
い
て
の
医
療
支
援
も
行
い
ま
し
た
。

　
「
塩
竈
市
災
害
対
策
本
部
ニ
ュ
ー
ス
第
9
号
（
３
月

15
日
07
：
30
発
行
）」
で
は
、
市
内
で
15
カ
所
、
１

市
3
町
で
は
23
カ
所
の
医
療
機
関
が
診
療
中
と
の
情
報

を
伝
え
て
い
ま
す
。

　

14
日
に
は
坂
総
合
病
院
の
呼
び
掛
け
で
自
治
体

（
市
立
病
院
）、
医
師
会
、
管
内
の
病
院
長
、
保

健
所
、
救
急
隊
な
ど
を
メ
ン
バ
ー
と
す
る
「
緊
急

地
域
連
絡
会
議
」
が
持
た
れ
、
以
後
７
回
開
催
さ

れ
、
情
報
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
う
し
て
市
民
の
健
康
と
生
命
を
守
る
活
動
は
、

地
域
の
医
療
・
救
急
関
係
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
下
、

続
け
ら
れ
た
の
で
し
た
。

※
坂
総
合
病
院
の
活
動
に
つ
い
て
は
P
1
4
7
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

平
成
21
年
か
ら
「
病
院
改
革
プ
ラ
ン
」
に
取
り
組
ん
で
い
た
塩
竈
市
立
病
院
。

医
療
設
備
の
損
傷
と
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
途
絶
、
診
療
体
制
の
制
限
…
。

「
住
民
の
健
康
と
生
命
を
守
る
」
と
の
思
い
の
下
で
の
全
職
員
一
丸
と
な
っ
て
の
対
応
。

震
災
経
験
は
、
病
院
の
使
命
を
あ
ら
た
め
て
意
識
、
再
確
認
さ
せ
ま
し
た
。

市
民
の
健
康
と
生
命
を
守
る

～
塩
竈
市
立
病
院
の
復
旧
・
整
備
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機
材
も
、
ス
タ
ッ
フ
の
心
も
、

事
前
に
準
備
で
き
て
い
た
と
い
う
幸
運

　
「
塩
釜
市
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
（
以

下
、
災
害
V
C
）」
が
エ
ス
プ
塩
竈
に
開
設
さ
れ

た
の
は
震
災
か
ら
２
日
目
の
３
月
13
日
。
開
設

と
そ
の
後
の
運
営
は
、
塩
釜
市
社
会
福
祉
協
議

会
（
以
下
、市
社
協
）
に
よ
っ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

市
社
協
・
事
務
局
長
の
今
野
吉
晃
さ
ん
は
、
当

時
を
次
の
よ
う
に
振
り
返
り
ま
す
。「
翌
日
（
12

日
）
に
『
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
ス
タ
ッ

フ
養
成
講
座
』
が
予
定
さ
れ
て
い
た
た
め
、
必
要

と
さ
れ
る
書
類
等
が
揃
い
、
ス
タ
ッ
フ
の
心
の

準
備
も
で
き
て
い
た
よ
う
な
状
態
で
し
た
。
そ

の
た
め
比
較
的
ス
ム
ー
ズ
に
開
設
で
き
ま
し
た
。

当
初
は
介
護
や
保
育
園
の
職
員
を
災
害
V
C
運

営
ス
タ
ッ
フ
と
し
た
り
、
人
員
配
置
に
苦
労
し

ま
し
た
が
、
運
営
が
軌
道
に
乗
る
の
は
早
か
っ

た
で
す
ね
」。

　

６
月
10
日
の
閉
所
ま
で
の
期
間
中
は
、
地
元

の
民
生
委
員
や
児
童
委
員
の
方
々
の
協
力
に
よ

り
住
民
の
ニ
ー
ズ
を
収
集
す
る
こ
と
が
で
き
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
も
不
安
や
ス
ト
レ
ス
を

感
じ
る
こ
と
な
く
、
活
動
を
効
率
的
に
行
う
こ

と
が
で
き
た
と
い
い
ま
す
。
そ
の
間
、
活
動
に

参
加
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
延
べ
８
０
０
０
名

以
上
。
多
く
の
方
々
か
ら
ご
支
援
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

閉
所
後
の
ニ
ー
ズ
に
は
、
市
社
協
が
地
元
の

団
体
や
山
形
県
の
N
P
O
な
ど
と
連
携
し
て
し

て
の
対
応
と
な
り
ま
し
た
。
同
年
９
月
の
台
風

15
号
に
よ
る
被
害
発
生
時
に
は
、
大
震
災
と
同

様
に
市
社
協
に
よ
っ
て
災
害
V
C
が
再
び
開
設

さ
れ
ま
し
た
（
９
月
27
日
～
10
月
７
日
）。「
大

震
災
の
時
も
、
そ
の
後
の
台
風
の
時
も
、
円
滑

な
運
営
、
対
応
が
で
き
た
の
は
、
市
や
民
生
委
員
、

児
童
委
員
の
方
々
と
し
っ
か
り
連
携
が
と
れ
て

い
た
こ
と
に
尽
き
ま
す
ね
」と
今
野
さ
ん
。
現
在
、

災
害
V
C
は
「
塩
釜
市
復
興
支
援
セ
ン
タ
ー
」

と
改
称
。
よ
り
幅
広
い
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る

窓
口
と
な
っ
て
い
ま
す
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
連
携
で
、

一
人
も
見
逃
す
こ
と
な
く

　

震
災
時
と
そ
の
後
、
高
齢
者
の
命
を
守
る
こ

と
に
貢
献
し
た
取
り
組
み
の
一
つ
が
、
市
社
協

の
「
災
害
時
一
人
も
見
逃
さ
な
い
運
動
」
へ
の

参
加
で
し
た
。
そ
れ
は
全
国
民
生
委
員
児
童
委

員
連
合
会
の
呼
び
掛
け
に
よ
る
も
の
で
、
市
社

協
で
は
平
成
18
年
９
月
、「
災
害
時
要
援
護
者
登

録
台
帳
」
と
「
要
援
護
者
マ
ッ
プ
」
を
作
成
し
、

万
が
一
の
時
に
備
え
て
い
た
の
で
す
。
発
災
直

後
に
は
民
生
委
員
や
児
童
委
員
の
方
々
が
担
当

地
域
の
要
援
護
者
の
安
否
確
認
を
実
施
。
そ
の

後
、
自
宅
避
難
者
に
は
、
見
守
り
訪
問
や
生
活

支
援
物
資
の
配
布
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

市
社
協
で
は
、
平
成
23
年
11
月
か
ら
、
市
か

ら
の
委
託
に
よ
り
仮
設
住
宅
や
み
な
し
仮
設
に

入
居
さ
れ
て
い
る
方
々
の
生
活
支
援
を
担
当
す

る
『
ふ
れ
あ
い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
』（
伊
保
石

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
内
）
を
運
営
し
て
い
ま
す
。
そ

の
目
的
、
業
務
内
容
を
踏
ま
え
て
市
社
協
の
今

野
さ
ん
は
次
の
よ
う
に
語
り
ま
す
。「
仮
設
に
お

住
ま
い
の
方
の
中
に
は
要
援
護
者
も
多
く
、
保

健
・
福
祉
の
連
携
に
よ
る
見
守
り
が
必
要
な
の

で
す
。『
災
害
時
一
人
も
見
逃
さ
な
い
運
動
』
と

同
様
に
市
や
民
生
委
員
、
児
童
委
員
と
協
力
し
、

被
災
さ
れ
た
方
々
が
健
康
で
安
全
・
安
心
な
生

活
が
送
れ
る
よ
う
な
働
き
掛
け
を
行
う
と
と
も

に
、
本
来
の
地
域
福
祉
、
介
護
事
業
、
保
育
事

業
の
充
実
を
進
め
、
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
〝
一

人
も
見
逃
さ
な
い
社
会
福
祉
〟
の
実
現
を
図
り

た
い
と
思
い
ま
す
。」

　

市
社
協
で
は
、
平
成
25
年
３
月
、
震
災
前
か

ら
準
備
を
進
め
て
い
た
地
域
密
着
型
小
規
模
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
こ
こ
ろ
の
樹
」
を
北
浜

に
開
所
し
ま
し
た
。
津
波
浸
水
地
域
内
に
建
設

さ
れ
、
市
社
協
の
復
興
の
シ
ン
ボ
ル
と
さ
れ
る

施
設
は
、
か
さ
上
げ
さ
れ
た
土
地
に
耐
震
構
造

の
建
物
、
太
陽
光
発
電
設
備
、
雨
水
再
利
用
シ

ス
テ
ム
導
入
な
ど
、
災
害
時
と
被
災
時
の
安
心
・

安
全
が
強
く
意
識
さ
れ
て
い
ま
す
。

少
子
化
と
高
齢
化
。

時
代
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に

　

震
災
で
は
、
市
の
保
健
・
福
祉
に
関
係
す
る
施

設
も
大
き
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
生
活
や
地

域
社
会
を
再
建
し
て
い
く
上
で
、
保
健
・
福
祉

に
関
係
す
る
施
設
、
そ
こ
で
受
け
ら
れ
る
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
機
能
回
復
は
不
可
欠
で
あ
り
、
被

災
し
た
施
設
の
一
日
で
も
早
い
復
旧
、
再
建
が

望
ま
れ
ま
し
た
。
保
健
セ
ン
タ
ー
は
、
住
民
の

方
の
了
解
を
得
て
、
３
月
16
日
か
ら
藤
倉
集
会

所
に
移
転
し
、
業
務
を
再
開
で
き
ま
し
た
。
し

か
し
、
建
て
替
え
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
藤
倉
児

童
館
は
再
建
ま
で
に
長
い
時
間
を
要
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

■
保
健
・
福
祉
に
関
す
る
市
の
施
設
の
被
害

◎
藤
倉
児
童
館

地
震
に
よ
り
全
体
が
傾
斜
、
津
波
の
浸
水

（
床
上
約
15
セ
ン
チ
）。

全
面
的
に
使
用
不
能
の
た
め
建
て
替
え
。

◎
保
健
セ
ン
タ
ー

津
波
の
浸
水

（
床
上
約
１
メ
ー
ト
ル
50
セ
ン
チ
）。

備
品
全
般
が
使
用
不
能
に
。

　

待
ち
望
ま
れ
た
保
健
・
福
祉
に
関
係
す
る
施

設
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
機
能
回
復
。
平
成
23
年

12
月
策
定
し
た
「
塩
竈
市
震
災
復
興
計
画
」
は
、

現
状
と
課
題
を
次
の
よ
う
に
捉
え
ま
し
た
。

◎
地
域
ぐ
る
み
の
子
育
て
支
援
体
制

　

震
災
に
よ
る
住
宅
の
被
害
、
父
母
の
就
労
環

境
の
変
化
な
ど
に
よ
り
、
家
庭
に
お
け
る
子
育

て
環
境
の
悪
化
が
懸
念
さ
れ
る
。

◎
見
守
り
体
制

　

避
難
所
な
ど
の
避
難
生
活
で
の
疲
労
の
蓄
積

や
、
仮
設
住
宅
で
の
生
活
環
境
面
の
変
化
な
ど

に
よ
り
、
被
災
者
の
身
体
的
、
精
神
的
ス
ト
レ

ス
が
増
大
し
て
い
る
。

　

そ
の
解
決
の
た
め
の
取
り
組
み
と
し
て
計
画

さ
れ
た
の
が
、「
ふ
れ
あ
い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

事
業
」
で
あ
り
、「
藤
倉
児
童
館
の
復
旧
・
整
備

事
業
」
や
「
保
健
セ
ン
タ
ー
の
災
害
復
旧
事
業
」

で
し
た
。
ま
た
、「
第
５
次
塩
竈
市
長
期
総
合
計

画
」
が
復
興
計
画
に
先
駆
け
て
平
成
23
年
4
月

か
ら
ス
タ
ー
ト
。
そ
の
中
に
掲
げ
た
重
点
戦
略

の
一
つ
「
定
住
」
に
関
す
る
施
策
も
同
時
並
行

で
実
施
し
、
被
災
者
を
は
じ
め
と
す
る
市
民
全

体
の
保
健
・
福
祉
に
関
係
す
る
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
機
能
回
復
、
拡
充
に
努
め
ま
し
た
。

　

平
成
23
年
8
月
4
日
、
子
育
て
親
子
が
気
軽

に
外
出
で
き
る
よ
う
に
、
公
共
施
設
の
中
に
授

乳
用
椅
子
、
お
む
つ
交
換
台
、
ミ
ル
ク
ポ
ッ
ト

な
ど
を
準
備
、
ま
た
同
等
の
サ
ー
ビ
ス
を
民
間

の
施
設
で
も
受
け
ら
れ
る
よ
う
整
備
す
る
「
あ

か
ち
ゃ
ん
の
駅
」
設
置
事
業
に
着
手
し
ま
し
た
。

保
健
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
平
成
24
年
度
か

ら
25
年
度
に
設
備
整
備
の
事
業
を
行
い
、
太
陽

光
発
電
設
備
や
ポ
ー
タ
ブ
ル
発
電
機
、
冠
水
時

自
動
対
比
機
能
付
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
（
バ
リ
ア
フ

リ
ー
対
応
）
な
ど
を
導
入
。
災
害
発
生
時
に
救

護
活
動
へ
の
対
応
を
可
能
に
す
る
と
と
も
に
、

利
便
性
の
向
上
を
図
り
ま
し
た
。
平
成
25
年
1

平成 25 年 1 月にオープンした新・藤倉児童館 ボランティアの活躍

震災から 2 日目に開設された「塩釜市災害ボランティアセンター」

月
に
は
、
待
望
の
藤
倉
児
童
館
が
完
成
。
現
在
、

子
育
て
支
援
の
拠
点
施
設
と
し
て
機
能
し
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
平
成
25
年
８
月
に
移
転
、
拡

充
を
図
っ
た
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
「
こ
こ
る

ん
」
は
、年
間
利
用
者
が
約
６
５
０
０
名
を
数
え
、

移
転
前
の
約
３
倍
に
増
加
し
ま
し
た
。
少
子
化

が
進
む
中
、
核
家
族
化
や
共
働
き
世
帯
の
増
加

な
ど
、
子
育
て
環
境
の
変
化
に
対
応
し
た
施
策

を
、
市
で
は
今
後
も
継
続
し
て
実
施
し
ま
す
。

　

一
方
、
高
齢
者
に
対
し
て
は
、
高
齢
化
の
進

行
を
踏
ま
え
、
平
成
26
年
度
は
新
た
に
介
護
支

援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
事
業
を
開
始
、
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
増
設
の
準
備
を
進
め
る
ほ
か
、

「
ふ
れ
あ
い
サ
ポ
ー
ト
事
業
」
の
拡
充
、「
健
康

し
お
が
ま
21
プ
ラ
ン
」
の
各
事
業
の
着
手
、「
第

６
次
塩
竈
市
介
護
保
険
事
業
計
画
・
高
齢
者
福

祉
計
画
」
の
策
定
な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
ら
の
実
現
に
向
け
て
は
、
市
社
協
ほ
か
の

関
係
団
体
の
力
が
不
可
欠
で
す
。
よ
り
一
層
の

連
携
、
協
力
を
図
り
な
が
ら
、
各
事
業
に
取
り

組
み
ま
す
。

子育て支援センター「ここるん」

全
国
各
地
か
ら
駆
け
つ
け
て
い
た
だ
い
た
延
べ
８
０
０
０
名
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
。

温
か
い
支
援
を
受
け
、
市
民
は
生
活
や
地
域
社
会
の
再
建
に
向
け
て
歩
み
出
し
ま
し
た
。

そ
こ
に
欠
か
せ
な
い
、「
福
祉
」
に
関
係
す
る
公
共
施
設
と
サ
ー
ビ
ス
の
復
旧
・
復
興
は
、

少
子
化
、
高
齢
化
と
い
う
時
代
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
の
取
り
組
み
で
も
あ
り
ま
し
た
。

生
活
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
建

～
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
と
保
健
・
福
祉
の
機
能
回
復

REPORT
震
災
以
降
の
歩
み
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現
在
・
未
来
／
福
祉
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア



機
材
も
、
ス
タ
ッ
フ
の
心
も
、

事
前
に
準
備
で
き
て
い
た
と
い
う
幸
運

　
「
塩
釜
市
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
（
以

下
、
災
害
V
C
）」
が
エ
ス
プ
塩
竈
に
開
設
さ
れ

た
の
は
震
災
か
ら
２
日
目
の
３
月
13
日
。
開
設

と
そ
の
後
の
運
営
は
、
塩
釜
市
社
会
福
祉
協
議

会
（
以
下
、市
社
協
）
に
よ
っ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

市
社
協
・
事
務
局
長
の
今
野
吉
晃
さ
ん
は
、
当

時
を
次
の
よ
う
に
振
り
返
り
ま
す
。「
翌
日
（
12

日
）
に
『
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
ス
タ
ッ

フ
養
成
講
座
』
が
予
定
さ
れ
て
い
た
た
め
、
必
要

と
さ
れ
る
書
類
等
が
揃
い
、
ス
タ
ッ
フ
の
心
の

準
備
も
で
き
て
い
た
よ
う
な
状
態
で
し
た
。
そ

の
た
め
比
較
的
ス
ム
ー
ズ
に
開
設
で
き
ま
し
た
。

当
初
は
介
護
や
保
育
園
の
職
員
を
災
害
V
C
運

営
ス
タ
ッ
フ
と
し
た
り
、
人
員
配
置
に
苦
労
し

ま
し
た
が
、
運
営
が
軌
道
に
乗
る
の
は
早
か
っ

た
で
す
ね
」。

　

６
月
10
日
の
閉
所
ま
で
の
期
間
中
は
、
地
元

の
民
生
委
員
や
児
童
委
員
の
方
々
の
協
力
に
よ

り
住
民
の
ニ
ー
ズ
を
収
集
す
る
こ
と
が
で
き
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
も
不
安
や
ス
ト
レ
ス
を

感
じ
る
こ
と
な
く
、
活
動
を
効
率
的
に
行
う
こ

と
が
で
き
た
と
い
い
ま
す
。
そ
の
間
、
活
動
に

参
加
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
延
べ
８
０
０
０
名

以
上
。
多
く
の
方
々
か
ら
ご
支
援
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

閉
所
後
の
ニ
ー
ズ
に
は
、
市
社
協
が
地
元
の

団
体
や
山
形
県
の
N
P
O
な
ど
と
連
携
し
て
し

て
の
対
応
と
な
り
ま
し
た
。
同
年
９
月
の
台
風

15
号
に
よ
る
被
害
発
生
時
に
は
、
大
震
災
と
同

様
に
市
社
協
に
よ
っ
て
災
害
V
C
が
再
び
開
設

さ
れ
ま
し
た
（
９
月
27
日
～
10
月
７
日
）。「
大

震
災
の
時
も
、
そ
の
後
の
台
風
の
時
も
、
円
滑

な
運
営
、
対
応
が
で
き
た
の
は
、
市
や
民
生
委
員
、

児
童
委
員
の
方
々
と
し
っ
か
り
連
携
が
と
れ
て

い
た
こ
と
に
尽
き
ま
す
ね
」と
今
野
さ
ん
。
現
在
、

災
害
V
C
は
「
塩
釜
市
復
興
支
援
セ
ン
タ
ー
」

と
改
称
。
よ
り
幅
広
い
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る

窓
口
と
な
っ
て
い
ま
す
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
連
携
で
、

一
人
も
見
逃
す
こ
と
な
く

　

震
災
時
と
そ
の
後
、
高
齢
者
の
命
を
守
る
こ

と
に
貢
献
し
た
取
り
組
み
の
一
つ
が
、
市
社
協

の
「
災
害
時
一
人
も
見
逃
さ
な
い
運
動
」
へ
の

参
加
で
し
た
。
そ
れ
は
全
国
民
生
委
員
児
童
委

員
連
合
会
の
呼
び
掛
け
に
よ
る
も
の
で
、
市
社

協
で
は
平
成
18
年
９
月
、「
災
害
時
要
援
護
者
登

録
台
帳
」
と
「
要
援
護
者
マ
ッ
プ
」
を
作
成
し
、

万
が
一
の
時
に
備
え
て
い
た
の
で
す
。
発
災
直

後
に
は
民
生
委
員
や
児
童
委
員
の
方
々
が
担
当

地
域
の
要
援
護
者
の
安
否
確
認
を
実
施
。
そ
の

後
、
自
宅
避
難
者
に
は
、
見
守
り
訪
問
や
生
活

支
援
物
資
の
配
布
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

市
社
協
で
は
、
平
成
23
年
11
月
か
ら
、
市
か

ら
の
委
託
に
よ
り
仮
設
住
宅
や
み
な
し
仮
設
に

入
居
さ
れ
て
い
る
方
々
の
生
活
支
援
を
担
当
す

る
『
ふ
れ
あ
い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
』（
伊
保
石

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
内
）
を
運
営
し
て
い
ま
す
。
そ

の
目
的
、
業
務
内
容
を
踏
ま
え
て
市
社
協
の
今

野
さ
ん
は
次
の
よ
う
に
語
り
ま
す
。「
仮
設
に
お

住
ま
い
の
方
の
中
に
は
要
援
護
者
も
多
く
、
保

健
・
福
祉
の
連
携
に
よ
る
見
守
り
が
必
要
な
の

で
す
。『
災
害
時
一
人
も
見
逃
さ
な
い
運
動
』
と

同
様
に
市
や
民
生
委
員
、
児
童
委
員
と
協
力
し
、

被
災
さ
れ
た
方
々
が
健
康
で
安
全
・
安
心
な
生

活
が
送
れ
る
よ
う
な
働
き
掛
け
を
行
う
と
と
も

に
、
本
来
の
地
域
福
祉
、
介
護
事
業
、
保
育
事

業
の
充
実
を
進
め
、
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
〝
一

人
も
見
逃
さ
な
い
社
会
福
祉
〟
の
実
現
を
図
り

た
い
と
思
い
ま
す
。」

　

市
社
協
で
は
、
平
成
25
年
３
月
、
震
災
前
か

ら
準
備
を
進
め
て
い
た
地
域
密
着
型
小
規
模
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
こ
こ
ろ
の
樹
」
を
北
浜

に
開
所
し
ま
し
た
。
津
波
浸
水
地
域
内
に
建
設

さ
れ
、
市
社
協
の
復
興
の
シ
ン
ボ
ル
と
さ
れ
る

施
設
は
、
か
さ
上
げ
さ
れ
た
土
地
に
耐
震
構
造

の
建
物
、
太
陽
光
発
電
設
備
、
雨
水
再
利
用
シ

ス
テ
ム
導
入
な
ど
、
災
害
時
と
被
災
時
の
安
心
・

安
全
が
強
く
意
識
さ
れ
て
い
ま
す
。

少
子
化
と
高
齢
化
。

時
代
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に

　

震
災
で
は
、
市
の
保
健
・
福
祉
に
関
係
す
る
施

設
も
大
き
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
生
活
や
地

域
社
会
を
再
建
し
て
い
く
上
で
、
保
健
・
福
祉

に
関
係
す
る
施
設
、
そ
こ
で
受
け
ら
れ
る
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
機
能
回
復
は
不
可
欠
で
あ
り
、
被

災
し
た
施
設
の
一
日
で
も
早
い
復
旧
、
再
建
が

望
ま
れ
ま
し
た
。
保
健
セ
ン
タ
ー
は
、
住
民
の

方
の
了
解
を
得
て
、
３
月
16
日
か
ら
藤
倉
集
会

所
に
移
転
し
、
業
務
を
再
開
で
き
ま
し
た
。
し

か
し
、
建
て
替
え
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
藤
倉
児

童
館
は
再
建
ま
で
に
長
い
時
間
を
要
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

■
保
健
・
福
祉
に
関
す
る
市
の
施
設
の
被
害

◎
藤
倉
児
童
館

地
震
に
よ
り
全
体
が
傾
斜
、
津
波
の
浸
水

（
床
上
約
15
セ
ン
チ
）。

全
面
的
に
使
用
不
能
の
た
め
建
て
替
え
。

◎
保
健
セ
ン
タ
ー

津
波
の
浸
水

（
床
上
約
１
メ
ー
ト
ル
50
セ
ン
チ
）。

備
品
全
般
が
使
用
不
能
に
。

　

待
ち
望
ま
れ
た
保
健
・
福
祉
に
関
係
す
る
施

設
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
機
能
回
復
。
平
成
23
年

12
月
策
定
し
た
「
塩
竈
市
震
災
復
興
計
画
」
は
、

現
状
と
課
題
を
次
の
よ
う
に
捉
え
ま
し
た
。

◎
地
域
ぐ
る
み
の
子
育
て
支
援
体
制

　

震
災
に
よ
る
住
宅
の
被
害
、
父
母
の
就
労
環

境
の
変
化
な
ど
に
よ
り
、
家
庭
に
お
け
る
子
育

て
環
境
の
悪
化
が
懸
念
さ
れ
る
。

◎
見
守
り
体
制

　

避
難
所
な
ど
の
避
難
生
活
で
の
疲
労
の
蓄
積

や
、
仮
設
住
宅
で
の
生
活
環
境
面
の
変
化
な
ど

に
よ
り
、
被
災
者
の
身
体
的
、
精
神
的
ス
ト
レ

ス
が
増
大
し
て
い
る
。

　

そ
の
解
決
の
た
め
の
取
り
組
み
と
し
て
計
画

さ
れ
た
の
が
、「
ふ
れ
あ
い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

事
業
」
で
あ
り
、「
藤
倉
児
童
館
の
復
旧
・
整
備

事
業
」
や
「
保
健
セ
ン
タ
ー
の
災
害
復
旧
事
業
」

で
し
た
。
ま
た
、「
第
５
次
塩
竈
市
長
期
総
合
計

画
」
が
復
興
計
画
に
先
駆
け
て
平
成
23
年
4
月

か
ら
ス
タ
ー
ト
。
そ
の
中
に
掲
げ
た
重
点
戦
略

の
一
つ
「
定
住
」
に
関
す
る
施
策
も
同
時
並
行

で
実
施
し
、
被
災
者
を
は
じ
め
と
す
る
市
民
全

体
の
保
健
・
福
祉
に
関
係
す
る
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
機
能
回
復
、
拡
充
に
努
め
ま
し
た
。

　

平
成
23
年
8
月
4
日
、
子
育
て
親
子
が
気
軽

に
外
出
で
き
る
よ
う
に
、
公
共
施
設
の
中
に
授

乳
用
椅
子
、
お
む
つ
交
換
台
、
ミ
ル
ク
ポ
ッ
ト

な
ど
を
準
備
、
ま
た
同
等
の
サ
ー
ビ
ス
を
民
間

の
施
設
で
も
受
け
ら
れ
る
よ
う
整
備
す
る
「
あ

か
ち
ゃ
ん
の
駅
」
設
置
事
業
に
着
手
し
ま
し
た
。

保
健
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
平
成
24
年
度
か

ら
25
年
度
に
設
備
整
備
の
事
業
を
行
い
、
太
陽

光
発
電
設
備
や
ポ
ー
タ
ブ
ル
発
電
機
、
冠
水
時

自
動
対
比
機
能
付
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
（
バ
リ
ア
フ

リ
ー
対
応
）
な
ど
を
導
入
。
災
害
発
生
時
に
救

護
活
動
へ
の
対
応
を
可
能
に
す
る
と
と
も
に
、

利
便
性
の
向
上
を
図
り
ま
し
た
。
平
成
25
年
1

平成 25 年 1 月にオープンした新・藤倉児童館 ボランティアの活躍

震災から 2 日目に開設された「塩釜市災害ボランティアセンター」

月
に
は
、
待
望
の
藤
倉
児
童
館
が
完
成
。
現
在
、

子
育
て
支
援
の
拠
点
施
設
と
し
て
機
能
し
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
平
成
25
年
８
月
に
移
転
、
拡

充
を
図
っ
た
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
「
こ
こ
る

ん
」
は
、年
間
利
用
者
が
約
６
５
０
０
名
を
数
え
、

移
転
前
の
約
３
倍
に
増
加
し
ま
し
た
。
少
子
化

が
進
む
中
、
核
家
族
化
や
共
働
き
世
帯
の
増
加

な
ど
、
子
育
て
環
境
の
変
化
に
対
応
し
た
施
策

を
、
市
で
は
今
後
も
継
続
し
て
実
施
し
ま
す
。

　

一
方
、
高
齢
者
に
対
し
て
は
、
高
齢
化
の
進

行
を
踏
ま
え
、
平
成
26
年
度
は
新
た
に
介
護
支

援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
事
業
を
開
始
、
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
増
設
の
準
備
を
進
め
る
ほ
か
、

「
ふ
れ
あ
い
サ
ポ
ー
ト
事
業
」
の
拡
充
、「
健
康

し
お
が
ま
21
プ
ラ
ン
」
の
各
事
業
の
着
手
、「
第

６
次
塩
竈
市
介
護
保
険
事
業
計
画
・
高
齢
者
福

祉
計
画
」
の
策
定
な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
ら
の
実
現
に
向
け
て
は
、
市
社
協
ほ
か
の

関
係
団
体
の
力
が
不
可
欠
で
す
。
よ
り
一
層
の

連
携
、
協
力
を
図
り
な
が
ら
、
各
事
業
に
取
り

組
み
ま
す
。

子育て支援センター「ここるん」

全
国
各
地
か
ら
駆
け
つ
け
て
い
た
だ
い
た
延
べ
８
０
０
０
名
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
。

温
か
い
支
援
を
受
け
、
市
民
は
生
活
や
地
域
社
会
の
再
建
に
向
け
て
歩
み
出
し
ま
し
た
。

そ
こ
に
欠
か
せ
な
い
、「
福
祉
」
に
関
係
す
る
公
共
施
設
と
サ
ー
ビ
ス
の
復
旧
・
復
興
は
、

少
子
化
、
高
齢
化
と
い
う
時
代
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
の
取
り
組
み
で
も
あ
り
ま
し
た
。

生
活
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
建

～
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
と
保
健
・
福
祉
の
機
能
回
復

REPORT
震
災
以
降
の
歩
み
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現
在
・
未
来
／
福
祉
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア



■塩竈市議会復興関係会議等の記録
◎平成 23 年
 3 月 21 日 市議会全員協議会
 3 月 28 日 各会派幹事長会議
 4 月 １日  塩竈市議会災害復興対策連

絡会議
 4 月 12 日 各会派幹事長会議
 4 月 18 日  宮城県議会大震災対策調査

特別委員会現地調査
 4 月 28 日 平成 23 年第２回臨時会
  第１回東日本大震災塩竈市

復興対策調査特別委員会
 5 月 14 日  東日本大震災塩竈市復興対策

調査特別委員会　現地調査
 5 月 19 日  第２回東日本大震災塩竈市

復興対策調査特別委員会
 5 月 26 日 市議会全員協議会
 5 月 31 日  第３回東日本大震災塩竈市

復興対策調査特別委員会
 6 月 21 日  第４回東日本大震災塩竈市

復興対策調査特別委員会
 6 月 23 日 平成 23 年第２回定例会
  東日本大震災塩竈市復興対

策調査特別委員会中間報告
 7 月 12 日  第５回東日本大震災塩竈市

復興対策調査特別委員会
 7 月 20 日  第６回東日本大震災塩竈市

復興対策調査特別委員会
 7 月 28 日  第７回東日本大震災塩竈市

復興対策調査特別委員会
 7 月 29 日 平成 23 年第３回臨時会
  東日本大震災塩竈市復興対策

調査特別委員会委員長報告
 8 月 ５日  東日本大震災の災害復旧復

興対策に関する提言を市長
に提出

 9 月 30 日 平成 23 年第３回定例会
12 月 7 日 平成 23 年第４回定例会

◎平成 24 年
 1 月 30 日 平成 24 年第１回臨時会
 2 月 23 日 平成 24 年第１回定例会
 3 月 16 日 市議会全員協議会
 3 月 28 日 平成 24 年第２回臨時会

「
災
害
復
旧
復
興
対
策
に
関
す
る
提
言
」

は
市
民
の
方
々
の
声
、議
員
の
思
い

　
“
す
ぐ
に
行
動
し
な
く
て
は
”
と
い
う
思
い

は
全
議
員
共
通
で
し
た
。
そ
こ
で
、
市
議
会

事
務
局
と
協
議
し
、
行
動
の
第
一
歩
と
し
て

全
議
員
を
招
集
、
３
月
21
日
に
市
議
会
全
員

協
議
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

震
災
当
時
、
市
議
会
議
長
だ
っ
た
佐
藤
貞
夫

さ
ん
は
、
直
後
か
ら
の
議
会
の
活
動
を
こ
う
振

り
返
り
ま
す
。

　

塩
竈
市
の
被
害
状
況
お
よ
び
被
害
へ
の
対
応

状
況
を
把
握
、３
月
28
日
に
は
各
会
派
幹
事
長

会
議
を
開
催
し
て「
塩
竈
市
議
会
災
害
復
興
対

策
連
絡
会
議
」の
設
置
を
確
認
、そ
の
後
、各
会

派
幹
事
長
会
議
や
定
例
委
員
長
会
議
な
ど
を
矢

継
ぎ
早
に
行
い
、４
月
28
日
に「
東
日
本
大
震
災

塩
竈
市
復
興
対
策
調
査
特
別
委
員
会
」を
設
置

す
る
に
至
り
ま
し
た
。こ
の
特
別
委
員
会
は
香
取

嗣
雄
議
員
を
委
員
長
、鈴
木
昭
一議
員
を
副
委
員

長
と
し
、全
議
員
が
メ
ン
バ
ー
で
し
た
。

　

特
別
委
員
会
で
は
、
市
当
局
か
ら
の
報
告
、

説
明
に
加
え
て
現
地
調
査
を
実
施
し
、
実
態
と

佐藤貞夫元議長

現地調査（平成 23 年 5 月 14 日）

現
状
を
そ
の
目
で
捉
え
る
と
と
も
に
、
７
回
に

わ
た
っ
て
会
議
を
開
催
、
全
議
員
で
の
復
興
対

策
に
つ
い
て
討
議
を
積
み
重
ね
ま
し
た
。
そ
の

集
大
成
が
、
８
月
５
日
市
長
へ
提
出
し
た
「
東

日
本
大
震
災
の
災
害
復
旧
復
興
対
策
に
関
す
る

提
言
」
な
の
で
す
。

　

活
動
の
集
大
成
で
あ
る
「
提
言
」
は
、
16
項

目
に
わ
た
る
も
の
で
し
た
。
そ
れ
は
、
被
災
者

へ
の
「
き
め
細
や
か
な
対
応
と
一
日
も
早
い
生

活
再
建
に
向
け
た
支
援
」
を
訴
え
る
と
と
も
に
、

「
公
共
施
設
の
耐
震
性
強
化
」
や
災
害
に
強
い
ま

ち
づ
く
り
の
構
築
」、「
防
災
や
環
境
等
に
係
る

教
育
の
推
進
」、
被
災
経
験
の
伝
承
を
求
め
る
な

ど
、
同
年
４
月
に
は
じ
ま
っ
た
第
５
次
長
期
総

合
計
画
の
施
策
、
事
業
な
ど
に
も
言
及
す
る
未

来
志
向
型
の
提
言
で
し
た
。

速
や
か
な
予
算
執
行
を
願
い
、

全
員
協
議
会
で
の
対
応
を
選
択

　
「
東
日
本
大
震
災
の
災
害
復
旧
復
興
対
策
に
関

す
る
提
言
」
の
提
出
か
ら
ほ
ぼ
１
カ
月
後
、
９

月
11
日
に
塩
竈
市
議
会
議
員
選
挙
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
改
選
後
の
議
長
に
選
出
さ
れ
た
の
は
嶺

岸
淳
一
議
員
で
し
た
。

　

市
民
の
方
々
の
一
刻
で
も
速
い
生
活
再
建
、

産
業
再
建
は
、市
議
会
の
最
重
要
課
題
。
ス
ピ
ー

デ
ィ
ー
な
復
旧
復
興
は
全
議
員
の
一
致
し
た
願

い
で
し
た
。
そ
こ
で
、
改
選
後
は
復
旧
復
興
予

算
の
一
日
で
も
早
い
執
行
を
第
一
に
考
え
、
復

旧
復
興
対
策
に
係
る
案
件
は
、
全
員
協
議
会
で

の
対
応
と
な
り
ま
し
た
。

　

全
員
協
議
会
は
議
員
全
員
で
行
い
ま
す
が
、

地
方
自
治
法
で
定
め
ら
れ
た
も
の
で
は
な
く
、

審
議
、
議
決
は
行
い
ま
せ
ん
。
特
別
委
員
会
で

す
と
そ
れ
ら
が
伴
い
ま
す
の
で
、
ど
う
し
て
も

時
間
が
か
か
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。
市
当
局
の

予
算
執
行
に
お
い
て
、
市
議
会
が
そ
の
足
枷
に

な
ら
な
い
よ
う
に
と
思
っ
て
の
選
択
で
し
た
。

　
平
成
23
年
度
末
ま
で
の
期
間
は
、
全
員
協
議
会

で
市
当
局
か
ら
説
明
を
受
け
、
臨
時
会
で
審
議
、

議
決
と
い
う
流
れ
の
繰
り
返
し
。
議
会
が
毎
月
開

催
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
感
じ
で
し
た
。
市
議
会
と

し
て
復
旧
復
興
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
に
貢
献
で
き

た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
私
た
ち
の
提
出
し
た
提
言
が
反
映
さ

「東日本大震災の災害復旧復興対策に関する提言」

※東日本大震災からの復旧・復興について、国・宮城県並び
に関係機関に対し、数多くの陳情・要望活動を行った。

れ
た
復
興
計
画
と
第
５
次
長
期
総
合
計
画
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
市
議
会
と
市
当
局
は
車
の

両
輪
で
す
。
市
議
会
に
求
め
ら
れ
る
責
任
、
果

た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
役
割
は
大
き
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

嶺
岸
前
議
長
が
語
る
よ
う
に
、
全
員
協
議
会

に
よ
る
速
や
か
な
対
応
は
他
の
被
災
自
治
体
の

議
会
で
は
見
ら
れ
な
い
、
塩
竈
市
議
会
な
ら
で

は
の
特
徴
的
な
も
の
で
し
た
。

　

こ
の
全
員
協
議
会
に
よ
る
対
応
は
平
成
23
年
度

に
限
っ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
平
成
24
年
度
以
降
は

本
来
の
体
制
に
戻
り
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

REPORT

嶺岸淳一前議長

■
「
東
日
本
大
震
災
の
災
害
復
旧
復
興�

　
　

対
策
に
関
す
る
提
言
」
の
16
項
目

・
被
災
者
生
活
支
援

・
住
宅
再
建
等

・
災
害
廃
棄
物
処
理

・
保
健
・
医
療
・
福
祉

・
水
産
業
・
水
産
加
工
業

・
浅
海
養
殖
漁
業

・
商
工
業

・
観
光

・
雇
用

・
公
共
土
木
施
設

・
教
育

・
防
災

・
安
全
・
安
心

・
被
災
経
験
の
継
承

・
震
災
復
興
計
画
の
進
行
管
理

・
財
政
運
営

全
議
員
を
メ
ン
バ
ー
と
す
る
「
東
日
本
大
震
災
塩
竈
市
復
興
対
策
調
査
特
別
委
員
会
」
の
立
上
げ
。

全
員
協
議
会
に
よ
る
復
旧
・
復
興
予
算
の
執
行
に
係
る
案
件
へ
の
対
応
。

未
曽
有
の
大
災
害
か
ら
の
早
期
復
旧
・
復
興
を
現
実
の
も
の
と
す
る
た
め
、

塩
竈
市
議
会
で
は
全
議
員
が
一
丸
と
な
っ
て
活
動
し
ま
し
た
。

復
旧
・
復
興
へ
全
議
員
一
丸
と
な
っ
て

～
「
全
員
協
議
会
」
で
迅
速
な
意
思
決
定

震
災
以
降
の
歩
み

130131
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現
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・
未
来
／
議
会
（
市
議
会
議
員
団
）



■塩竈市議会復興関係会議等の記録
◎平成 23 年
 3 月 21 日 市議会全員協議会
 3 月 28 日 各会派幹事長会議
 4 月 １日  塩竈市議会災害復興対策連

絡会議
 4 月 12 日 各会派幹事長会議
 4 月 18 日  宮城県議会大震災対策調査

特別委員会現地調査
 4 月 28 日 平成 23 年第２回臨時会
  第１回東日本大震災塩竈市

復興対策調査特別委員会
 5 月 14 日  東日本大震災塩竈市復興対策

調査特別委員会　現地調査
 5 月 19 日  第２回東日本大震災塩竈市

復興対策調査特別委員会
 5 月 26 日 市議会全員協議会
 5 月 31 日  第３回東日本大震災塩竈市

復興対策調査特別委員会
 6 月 21 日  第４回東日本大震災塩竈市

復興対策調査特別委員会
 6 月 23 日 平成 23 年第２回定例会
  東日本大震災塩竈市復興対

策調査特別委員会中間報告
 7 月 12 日  第５回東日本大震災塩竈市

復興対策調査特別委員会
 7 月 20 日  第６回東日本大震災塩竈市

復興対策調査特別委員会
 7 月 28 日  第７回東日本大震災塩竈市

復興対策調査特別委員会
 7 月 29 日 平成 23 年第３回臨時会
  東日本大震災塩竈市復興対策

調査特別委員会委員長報告
 8 月 ５日  東日本大震災の災害復旧復

興対策に関する提言を市長
に提出

 9 月 30 日 平成 23 年第３回定例会
12 月 7 日 平成 23 年第４回定例会

◎平成 24 年
 1 月 30 日 平成 24 年第１回臨時会
 2 月 23 日 平成 24 年第１回定例会
 3 月 16 日 市議会全員協議会
 3 月 28 日 平成 24 年第２回臨時会

「
災
害
復
旧
復
興
対
策
に
関
す
る
提
言
」

は
市
民
の
方
々
の
声
、議
員
の
思
い

　
“
す
ぐ
に
行
動
し
な
く
て
は
”
と
い
う
思
い

は
全
議
員
共
通
で
し
た
。
そ
こ
で
、
市
議
会

事
務
局
と
協
議
し
、
行
動
の
第
一
歩
と
し
て

全
議
員
を
招
集
、
３
月
21
日
に
市
議
会
全
員

協
議
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

震
災
当
時
、
市
議
会
議
長
だ
っ
た
佐
藤
貞
夫

さ
ん
は
、
直
後
か
ら
の
議
会
の
活
動
を
こ
う
振

り
返
り
ま
す
。

　

塩
竈
市
の
被
害
状
況
お
よ
び
被
害
へ
の
対
応

状
況
を
把
握
、３
月
28
日
に
は
各
会
派
幹
事
長

会
議
を
開
催
し
て「
塩
竈
市
議
会
災
害
復
興
対

策
連
絡
会
議
」の
設
置
を
確
認
、そ
の
後
、各
会

派
幹
事
長
会
議
や
定
例
委
員
長
会
議
な
ど
を
矢

継
ぎ
早
に
行
い
、４
月
28
日
に「
東
日
本
大
震
災

塩
竈
市
復
興
対
策
調
査
特
別
委
員
会
」を
設
置

す
る
に
至
り
ま
し
た
。こ
の
特
別
委
員
会
は
香
取

嗣
雄
議
員
を
委
員
長
、鈴
木
昭
一議
員
を
副
委
員

長
と
し
、全
議
員
が
メ
ン
バ
ー
で
し
た
。

　

特
別
委
員
会
で
は
、
市
当
局
か
ら
の
報
告
、

説
明
に
加
え
て
現
地
調
査
を
実
施
し
、
実
態
と

佐藤貞夫元議長

現地調査（平成 23 年 5 月 14 日）

現
状
を
そ
の
目
で
捉
え
る
と
と
も
に
、
７
回
に

わ
た
っ
て
会
議
を
開
催
、
全
議
員
で
の
復
興
対

策
に
つ
い
て
討
議
を
積
み
重
ね
ま
し
た
。
そ
の

集
大
成
が
、
８
月
５
日
市
長
へ
提
出
し
た
「
東

日
本
大
震
災
の
災
害
復
旧
復
興
対
策
に
関
す
る

提
言
」
な
の
で
す
。

　

活
動
の
集
大
成
で
あ
る
「
提
言
」
は
、
16
項

目
に
わ
た
る
も
の
で
し
た
。
そ
れ
は
、
被
災
者

へ
の
「
き
め
細
や
か
な
対
応
と
一
日
も
早
い
生

活
再
建
に
向
け
た
支
援
」
を
訴
え
る
と
と
も
に
、

「
公
共
施
設
の
耐
震
性
強
化
」
や
災
害
に
強
い
ま

ち
づ
く
り
の
構
築
」、「
防
災
や
環
境
等
に
係
る

教
育
の
推
進
」、
被
災
経
験
の
伝
承
を
求
め
る
な

ど
、
同
年
４
月
に
は
じ
ま
っ
た
第
５
次
長
期
総

合
計
画
の
施
策
、
事
業
な
ど
に
も
言
及
す
る
未

来
志
向
型
の
提
言
で
し
た
。

速
や
か
な
予
算
執
行
を
願
い
、

全
員
協
議
会
で
の
対
応
を
選
択

　
「
東
日
本
大
震
災
の
災
害
復
旧
復
興
対
策
に
関

す
る
提
言
」
の
提
出
か
ら
ほ
ぼ
１
カ
月
後
、
９

月
11
日
に
塩
竈
市
議
会
議
員
選
挙
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
改
選
後
の
議
長
に
選
出
さ
れ
た
の
は
嶺

岸
淳
一
議
員
で
し
た
。

　

市
民
の
方
々
の
一
刻
で
も
速
い
生
活
再
建
、

産
業
再
建
は
、市
議
会
の
最
重
要
課
題
。
ス
ピ
ー

デ
ィ
ー
な
復
旧
復
興
は
全
議
員
の
一
致
し
た
願

い
で
し
た
。
そ
こ
で
、
改
選
後
は
復
旧
復
興
予

算
の
一
日
で
も
早
い
執
行
を
第
一
に
考
え
、
復

旧
復
興
対
策
に
係
る
案
件
は
、
全
員
協
議
会
で

の
対
応
と
な
り
ま
し
た
。

　

全
員
協
議
会
は
議
員
全
員
で
行
い
ま
す
が
、

地
方
自
治
法
で
定
め
ら
れ
た
も
の
で
は
な
く
、

審
議
、
議
決
は
行
い
ま
せ
ん
。
特
別
委
員
会
で

す
と
そ
れ
ら
が
伴
い
ま
す
の
で
、
ど
う
し
て
も

時
間
が
か
か
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。
市
当
局
の

予
算
執
行
に
お
い
て
、
市
議
会
が
そ
の
足
枷
に

な
ら
な
い
よ
う
に
と
思
っ
て
の
選
択
で
し
た
。

　
平
成
23
年
度
末
ま
で
の
期
間
は
、
全
員
協
議
会

で
市
当
局
か
ら
説
明
を
受
け
、
臨
時
会
で
審
議
、

議
決
と
い
う
流
れ
の
繰
り
返
し
。
議
会
が
毎
月
開

催
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
感
じ
で
し
た
。
市
議
会
と

し
て
復
旧
復
興
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
に
貢
献
で
き

た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
私
た
ち
の
提
出
し
た
提
言
が
反
映
さ

「東日本大震災の災害復旧復興対策に関する提言」

※東日本大震災からの復旧・復興について、国・宮城県並び
に関係機関に対し、数多くの陳情・要望活動を行った。

れ
た
復
興
計
画
と
第
５
次
長
期
総
合
計
画
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
市
議
会
と
市
当
局
は
車
の

両
輪
で
す
。
市
議
会
に
求
め
ら
れ
る
責
任
、
果

た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
役
割
は
大
き
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

嶺
岸
前
議
長
が
語
る
よ
う
に
、
全
員
協
議
会

に
よ
る
速
や
か
な
対
応
は
他
の
被
災
自
治
体
の

議
会
で
は
見
ら
れ
な
い
、
塩
竈
市
議
会
な
ら
で

は
の
特
徴
的
な
も
の
で
し
た
。

　

こ
の
全
員
協
議
会
に
よ
る
対
応
は
平
成
23
年
度

に
限
っ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
平
成
24
年
度
以
降
は

本
来
の
体
制
に
戻
り
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

REPORT

嶺岸淳一前議長

■
「
東
日
本
大
震
災
の
災
害
復
旧
復
興�

　
　

対
策
に
関
す
る
提
言
」
の
16
項
目

・
被
災
者
生
活
支
援

・
住
宅
再
建
等

・
災
害
廃
棄
物
処
理

・
保
健
・
医
療
・
福
祉

・
水
産
業
・
水
産
加
工
業

・
浅
海
養
殖
漁
業

・
商
工
業

・
観
光

・
雇
用

・
公
共
土
木
施
設

・
教
育

・
防
災

・
安
全
・
安
心

・
被
災
経
験
の
継
承

・
震
災
復
興
計
画
の
進
行
管
理

・
財
政
運
営

全
議
員
を
メ
ン
バ
ー
と
す
る
「
東
日
本
大
震
災
塩
竈
市
復
興
対
策
調
査
特
別
委
員
会
」
の
立
上
げ
。

全
員
協
議
会
に
よ
る
復
旧
・
復
興
予
算
の
執
行
に
係
る
案
件
へ
の
対
応
。

未
曽
有
の
大
災
害
か
ら
の
早
期
復
旧
・
復
興
を
現
実
の
も
の
と
す
る
た
め
、

塩
竈
市
議
会
で
は
全
議
員
が
一
丸
と
な
っ
て
活
動
し
ま
し
た
。

復
旧
・
復
興
へ
全
議
員
一
丸
と
な
っ
て

～
「
全
員
協
議
会
」
で
迅
速
な
意
思
決
定

震
災
以
降
の
歩
み

130131

3
・
1
1　

現
在
・
未
来
／
議
会
（
市
議
会
議
員
団
）



効
果
を
発
揮
し
た

事
前
の
耐
震
補
強
工
事

　

平
成
23
年
３
月
11
日
、
塩
竈
市
内
の
中
学
校

で
は
午
前
中
に
卒
業
式
が
行
わ
れ
、
地
震
発
生

時
に
生
徒
は
全
員
帰
宅
し
て
い
ま
し
た
。
一
方
、

小
学
校
は
通
常
授
業
だ
っ
た
た
め
、
ほ
と
ん
ど

の
小
学
生
は
学
校
で
被
災
し
ま
し
た
。

　

震
災
か
ら
一
年
後
の
平
成
24
年
３
月
、
塩
竈

市
教
育
委
員
会
で
は
、『
3
・
11　

塩
竈
っ
子
へ

～
学
校
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
集
～
～
東
日
本
大
震

災
体
験
文
集
～
』
を
、
12
月
に
は
《
第
２
集
》

を
発
行
。
そ
こ
に
は
、
各
校
の
防
災
訓
練
取
組

の
事
例
や
「
防
災
教
育
全
体
計
画
」
の
ほ
か
、

発
災
直
後
の
対
応
、
児
童
・
生
徒
の
安
否
確
認

の
様
子
、
学
校
再
開
に
向
け
た
取
組
な
ど
体
験

談
が
多
数
収
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
児
童
の
避
難
は
訓
練
ど
お
り
ス
ム
ー
ズ
に

行
わ
れ
ま
し
た
。
校
庭
へ
避
難
し
た
後
、
気

温
が
低
く
、
間
も
な
く
雪
も
降
り
始
め
た
た

め
、
校
長
先
生
の
指
示
で
、
安
全
が
確
認
さ

れ
た
体
育
館
に
移
動
し
ま
し
た
。
朝
会
の
時

の
よ
う
に
、
子
ど
も
た
ち
を
ス
テ
ー
ジ
よ
り

に
並
べ
、
座
ら
せ
ま
し
た
。
体
育
館
の
後
ろ

ロッカーから落ちたランドセル（月見ヶ丘小学校）

子どもたちを守った耐震化工事
（月見ヶ丘小学校）

避難所の様子（杉の入小学校）

約２週間遅れの入学式（第二中学校）

食料配給に並ぶ避難者（第三小学校）

半
分
は
、
避
難
し
て
き
た
人
々
、
子
ど
も
を

お
迎
え
に
来
た
保
護
者
の
ス
ペ
ー
ス
と
な
り

ま
し
た
。（
中
略
）
大
津
波
警
報
が
解
除
さ
れ

な
い
中
、
通
学
路
の
安
全
が
確
保
で
き
な
い

た
め
、
児
童
の
保
護
者
へ
の
引
き
渡
し
は
さ

れ
な
い
で
い
ま
し
た
が
、
そ
の
こ
と
も
、
校

長
先
生
か
ら
き
ち
ん
と
説
明
を
し
て
い
た
た

め
、
混
乱
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。」

（
塩
竈
市
教
育
委
員
会
『
3
・
11　

塩
竈
っ
子
へ
』　

第

一
小
学
校　

加
藤
教
諭
）

　
「
生
徒
・
保
護
者
・
生
徒
宅
の
安
全
確
認
は
、

電
話
の
不
通
が
あ
り
、
ま
た
通
学
路
の
点
検

も
か
ね
て
、
職
員
が
手
分
け
し
て
徒
歩
に
よ

る
家
庭
訪
問
を
行
っ
た
が
、
全
生
徒
の
無
事

を
確
認
す
る
ま
で
４
日
、
本
人
と
の
連
絡
確

認
ま
で
11
日
を
要
し
た
。
自
宅
に
家
族
が
い

な
い
場
合
は
、
最
寄
り
の
避
難
所
・
町
内
会

で
の
聞
き
取
り
、
ス
ー
パ
ー
と
避
難
所
へ
の

掲
示
に
よ
る
連
絡
要
請
も
併
せ
行
っ
た
。
学

区
外
の
縁
者
に
避
難
し
た
生
徒
は
23
名
（
全

校
生
徒
4
6
1
名
中
）
で
あ
っ
た
。」

（
塩
竈
市
教
育
委
員
会
『
3
・
11　

塩
竈
っ
子
へ
』　

玉

川
中
学
校　

菅
原
教
頭
）

　

塩
竈
市
内
に
は
小
学
校
７
校
、
中
学
校
５
校

が
あ
り
、
す
べ
て
が
指
定
避
難
所
で
す
。
平
成

16
年
度
か
ら
小
中
学
校
の
耐
震
化
事
業
が
進
め

ら
れ
、
平
成
22
年
度
に
は
小
中
学
校
の
耐
震
化

率
は
1
0
0
パ
ー
セ
ン
ト
で
し
た
。
屋
内
運
動

場
の
外
壁
の
剥
落
や
照
明
器
具
の
破
損
な
ど
の

被
害
は
あ
り
ま
し
た
が
、
建
物
の
構
造
に
問
題

は
な
く
、
指
定
避
難
所
と
し
て
発
災
直
後
か
ら

機
能
。
市
職
員
と
各
学
校
の
教
職
員
、
町
内
会

な
ど
の
協
力
体
制
の
下
、
本
土
地
区
で
は
３
月

31
日
、
浦
戸
地
区
で
は
７
月
12
日
ま
で
多
く
の

人
々
を
収
容
し
ま
し
た
。

約
２
週
間
遅
れ
で
始
ま
っ
た
新
年
度
と

そ
の
後
の
教
育
支
援
・
心
の
ケ
ア

　

発
災
か
ら
新
学
期
を
迎
え
る
ま
で
の
動
き
を
、

前
述
の
『
塩
竈
っ
子
へ
』
に
掲
載
さ
れ
た
第
一

小
学
校
長
の
証
言
で
た
ど
り
ま
す
。

　
「
震
災
後
第
１
回
の
臨
時
市
内
校
長
会
が
13

日
午
後
１
時
に
教
育
委
員
会
で
開
催
さ
れ
た
。

各
校
長
の
移
動
手
段
は
徒
歩
に
よ
る
も
の
で

あ
っ
た
。
協
議
内
容
は
、
塩
竈
市
災
害
対
策

本
部
か
ら
の
情
報
と
指
示
、
児
童
生
徒
、
教

職
員
に
関
す
る
安
否
確
認
と
健
康
状
況
、
今

後
の
学
校
再
開
に
向
け
て
の
準
備
、
避
難
所

支
援
に
関
す
る
こ
と
、
各
学
校
の
被
害
状
況

等
に
つ
い
て
。
指
示
や
報
告
は
、
コ
ピ
ー
等

が
使
用
で
き
な
い
た
め
、
全
て
口
頭
で
な
さ

れ
た
。
ま
た
、
翌
日
か
ら
は
、
毎
日
午
前
９

時
30
分
か
ら
校
長
会
と
午
後
４
時
か
ら
連
絡

会
が
開
催
さ
れ
た
が
、
こ
の
こ
と
は
、
正
確

な
情
報
共
有
や
避
難
所
運
営
を
支
援
す
る
上

で
大
変
有
益
な
も
の
で
あ
っ
た
。」

　

市
教
委
の
早
期
の
判
断
に
よ
り
、
学
校
は
３

月
14
日
か
ら
臨
時
休
業
と
な
り
、
修
了
式
と
卒

業
式
は
３
月
24
日
の
午
前
中
に
実
施
す
る
こ
と

に
決
定
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
学
校
で
や
る
べ
き
こ
と
は
、
震
災
当

日
休
ん
で
い
た
児
童
10
名
と
教
員
１
名
の
安

否
確
認
に
全
力
を
尽
く
す
こ
と
で
あ
っ
た
。

２
日
後
に
全
児
童
と
職
員
の
安
否
が
確
認
さ

れ
た
時
は
全
員
で
喜
ん
だ
。
児
童
の
安
否
確

認
や
健
康
状
況
の
把
握
の
た
め
に
、
家
庭
訪

問
を
２
回
実
施
し
て
い
る
。

　

修
了
式
に
は
、
先
生
方
の
努
力
で
児
童
全

員
に
通
信
表
を
渡
す
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、

卒
業
式
は
体
育
館
が
使
用
で
き
な
い
た
め
、

多
目
的
ホ
ー
ル
で
実
施
し
た
。
震
災
の
影
響

を
鑑
み
、
式
場
の
装
飾
も
無
く
、
児
童
と
保

護
者
と
教
職
員
だ
け
の
質
素
な
式
で
あ
っ
た

が
格
別
の
思
い
の
卒
業
式
と
な
っ
た
。

（
塩
竈
市
教
育
委
員
会
『
3
・
11　

塩
竈
っ
子
へ
《
第
２

集
》』　

第
一
小
学
校　

竹
田
校
長
）

REPORT

　

始
業
式
と
入
学
式
は
４
月
21
日
に
約
２
週
間

遅
れ
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
新
年
度
、
児
童
・
生

徒
に
は
、
貴
重
な
震
災
体
験
か
ら
学
ん
だ
こ
と

や
生
き
る
こ
と
の
大
切
さ
を
踏
ま
え
、
災
害
か

ら
自
分
自
身
の
身
を
守
る
こ
と
を
真
剣
に
考
え

て
ほ
し
い
と
願
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
施
設
の

復
旧
を
急
ぐ
と
と
も
に
、
防
災
教
育
の
充
実
へ

と
つ
な
げ
る
た
め
、
平
成
23
年
度
に
は
「
防
災

教
育
推
進
者
養
成
講
習
会
」「
学
校
防
災
マ
ニ
ュ

ア
ル
集
の
発
行
」「
震
災
体
験
文
集
の
発
行
」「
子

ど
も
の
心
の
ケ
ア
を
支
援
す
る
教
師
の
た
め
の

研
修
会
」
等
の
事
業
を
行
い
ま
し
た
。
な
お
、

児
童
・
生
徒
へ
の
教
育
支
援
・
心
の
ケ
ア
は
、

長
期
的
な
取
組
が
不
可
欠
と
考
え
、
平
成
24
年

度
以
降
も
引
き
続
き
実
施
。
10
月
に
は
児
童
、

生
徒
向
け
の
防
災
教
育
副
読
本
も
発
行
し
ま
し

た
。

　

被
害
を
受
け
た
学
校
の
復
旧
工
事
は
、
平
成

23
年
度
内
に
す
べ
て
完
了
し
ま
し
た
。
復
旧
事

業
は
全
て
原
状
回
復
が
原
則
で
す
が
、
体
育
館

外
壁
を
よ
り
軽
い
建
材
で
あ
る
金
属
系
サ
イ

デ
ィ
ン
グ
に
変
更
す
る
な
ど
、
耐
震
性
強
化
に

努
め
ま
し
た
。

■各学校への避難者数（平成 23 年 3 月 13 日時点）

学校名 避難者数
第一小学校 830
第二小学校 421
第三小学校 1,000
月見ヶ丘小学校 117
玉川小学校 150
杉の入小学校 800
第一中学校 400
第二中学校 700
第三中学校 800
玉川中学校 15
浦戸第二小学校・浦戸中学校 80

『3.11　塩竈っ子へ～学校防災
マニュアル集～～東日本大震災
体験文集～』《第１集》《第２集》『3.11　塩竈っ子へ　副読本』

『塩竈市学校防災プログラ
ム集～塩竈市総合防災訓練
2013 に参加して～』

見
え
る
も
の
が
、
全
て
揺
れ
た
。
机
、
蛍
光
灯
、
教
室
…
…
。
担
任
す
る
１
年
生
の
子
ど
も
を
２
つ
あ
る
机
の
１
つ
の
下
に
入
れ
た
。

「
大
丈
夫
、
大
丈
夫
。」

子
ど
も
へ
掛
け
た
言
葉
が
、
震
え
て
い
た
の
が
自
分
で
も
わ
か
っ
た
。
そ
れ
で
も
、
声
を
掛
け
続
け
た
。

（
塩
竈
市
教
育
委
員
会
『
3
・
11　

塩
竈
っ
子
へ
』　

月
見
ヶ
丘
小
学
校　

小
嶋
教
諭
）

避
難
所
か
ら
授
業
再
開
へ

～
教
訓
と
経
験
を
伝
え
る
場
と
し
て

震
災
以
降
の
歩
み

132133

3
・
1
1　

現
在
・
未
来
／
学
校



効
果
を
発
揮
し
た

事
前
の
耐
震
補
強
工
事

　

平
成
23
年
３
月
11
日
、
塩
竈
市
内
の
中
学
校

で
は
午
前
中
に
卒
業
式
が
行
わ
れ
、
地
震
発
生

時
に
生
徒
は
全
員
帰
宅
し
て
い
ま
し
た
。
一
方
、

小
学
校
は
通
常
授
業
だ
っ
た
た
め
、
ほ
と
ん
ど

の
小
学
生
は
学
校
で
被
災
し
ま
し
た
。

　

震
災
か
ら
一
年
後
の
平
成
24
年
３
月
、
塩
竈

市
教
育
委
員
会
で
は
、『
3
・
11　

塩
竈
っ
子
へ

～
学
校
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
集
～
～
東
日
本
大
震

災
体
験
文
集
～
』
を
、
12
月
に
は
《
第
２
集
》

を
発
行
。
そ
こ
に
は
、
各
校
の
防
災
訓
練
取
組

の
事
例
や
「
防
災
教
育
全
体
計
画
」
の
ほ
か
、

発
災
直
後
の
対
応
、
児
童
・
生
徒
の
安
否
確
認

の
様
子
、
学
校
再
開
に
向
け
た
取
組
な
ど
体
験

談
が
多
数
収
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
児
童
の
避
難
は
訓
練
ど
お
り
ス
ム
ー
ズ
に

行
わ
れ
ま
し
た
。
校
庭
へ
避
難
し
た
後
、
気

温
が
低
く
、
間
も
な
く
雪
も
降
り
始
め
た
た

め
、
校
長
先
生
の
指
示
で
、
安
全
が
確
認
さ

れ
た
体
育
館
に
移
動
し
ま
し
た
。
朝
会
の
時

の
よ
う
に
、
子
ど
も
た
ち
を
ス
テ
ー
ジ
よ
り

に
並
べ
、
座
ら
せ
ま
し
た
。
体
育
館
の
後
ろ

ロッカーから落ちたランドセル（月見ヶ丘小学校）

子どもたちを守った耐震化工事
（月見ヶ丘小学校）

避難所の様子（杉の入小学校）

約２週間遅れの入学式（第二中学校）

食料配給に並ぶ避難者（第三小学校）

半
分
は
、
避
難
し
て
き
た
人
々
、
子
ど
も
を

お
迎
え
に
来
た
保
護
者
の
ス
ペ
ー
ス
と
な
り

ま
し
た
。（
中
略
）
大
津
波
警
報
が
解
除
さ
れ

な
い
中
、
通
学
路
の
安
全
が
確
保
で
き
な
い

た
め
、
児
童
の
保
護
者
へ
の
引
き
渡
し
は
さ

れ
な
い
で
い
ま
し
た
が
、
そ
の
こ
と
も
、
校

長
先
生
か
ら
き
ち
ん
と
説
明
を
し
て
い
た
た

め
、
混
乱
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。」

（
塩
竈
市
教
育
委
員
会
『
3
・
11　

塩
竈
っ
子
へ
』　

第

一
小
学
校　

加
藤
教
諭
）

　
「
生
徒
・
保
護
者
・
生
徒
宅
の
安
全
確
認
は
、

電
話
の
不
通
が
あ
り
、
ま
た
通
学
路
の
点
検

も
か
ね
て
、
職
員
が
手
分
け
し
て
徒
歩
に
よ

る
家
庭
訪
問
を
行
っ
た
が
、
全
生
徒
の
無
事

を
確
認
す
る
ま
で
４
日
、
本
人
と
の
連
絡
確

認
ま
で
11
日
を
要
し
た
。
自
宅
に
家
族
が
い

な
い
場
合
は
、
最
寄
り
の
避
難
所
・
町
内
会

で
の
聞
き
取
り
、
ス
ー
パ
ー
と
避
難
所
へ
の

掲
示
に
よ
る
連
絡
要
請
も
併
せ
行
っ
た
。
学

区
外
の
縁
者
に
避
難
し
た
生
徒
は
23
名
（
全

校
生
徒
4
6
1
名
中
）
で
あ
っ
た
。」

（
塩
竈
市
教
育
委
員
会
『
3
・
11　

塩
竈
っ
子
へ
』　

玉

川
中
学
校　

菅
原
教
頭
）

　

塩
竈
市
内
に
は
小
学
校
７
校
、
中
学
校
５
校

が
あ
り
、
す
べ
て
が
指
定
避
難
所
で
す
。
平
成

16
年
度
か
ら
小
中
学
校
の
耐
震
化
事
業
が
進
め

ら
れ
、
平
成
22
年
度
に
は
小
中
学
校
の
耐
震
化

率
は
1
0
0
パ
ー
セ
ン
ト
で
し
た
。
屋
内
運
動

場
の
外
壁
の
剥
落
や
照
明
器
具
の
破
損
な
ど
の

被
害
は
あ
り
ま
し
た
が
、
建
物
の
構
造
に
問
題

は
な
く
、
指
定
避
難
所
と
し
て
発
災
直
後
か
ら

機
能
。
市
職
員
と
各
学
校
の
教
職
員
、
町
内
会

な
ど
の
協
力
体
制
の
下
、
本
土
地
区
で
は
３
月

31
日
、
浦
戸
地
区
で
は
７
月
12
日
ま
で
多
く
の

人
々
を
収
容
し
ま
し
た
。

約
２
週
間
遅
れ
で
始
ま
っ
た
新
年
度
と

そ
の
後
の
教
育
支
援
・
心
の
ケ
ア

　

発
災
か
ら
新
学
期
を
迎
え
る
ま
で
の
動
き
を
、

前
述
の
『
塩
竈
っ
子
へ
』
に
掲
載
さ
れ
た
第
一

小
学
校
長
の
証
言
で
た
ど
り
ま
す
。

　
「
震
災
後
第
１
回
の
臨
時
市
内
校
長
会
が
13

日
午
後
１
時
に
教
育
委
員
会
で
開
催
さ
れ
た
。

各
校
長
の
移
動
手
段
は
徒
歩
に
よ
る
も
の
で

あ
っ
た
。
協
議
内
容
は
、
塩
竈
市
災
害
対
策

本
部
か
ら
の
情
報
と
指
示
、
児
童
生
徒
、
教

職
員
に
関
す
る
安
否
確
認
と
健
康
状
況
、
今

後
の
学
校
再
開
に
向
け
て
の
準
備
、
避
難
所

支
援
に
関
す
る
こ
と
、
各
学
校
の
被
害
状
況

等
に
つ
い
て
。
指
示
や
報
告
は
、
コ
ピ
ー
等

が
使
用
で
き
な
い
た
め
、
全
て
口
頭
で
な
さ

れ
た
。
ま
た
、
翌
日
か
ら
は
、
毎
日
午
前
９

時
30
分
か
ら
校
長
会
と
午
後
４
時
か
ら
連
絡

会
が
開
催
さ
れ
た
が
、
こ
の
こ
と
は
、
正
確

な
情
報
共
有
や
避
難
所
運
営
を
支
援
す
る
上

で
大
変
有
益
な
も
の
で
あ
っ
た
。」

　

市
教
委
の
早
期
の
判
断
に
よ
り
、
学
校
は
３

月
14
日
か
ら
臨
時
休
業
と
な
り
、
修
了
式
と
卒

業
式
は
３
月
24
日
の
午
前
中
に
実
施
す
る
こ
と

に
決
定
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
学
校
で
や
る
べ
き
こ
と
は
、
震
災
当

日
休
ん
で
い
た
児
童
10
名
と
教
員
１
名
の
安

否
確
認
に
全
力
を
尽
く
す
こ
と
で
あ
っ
た
。

２
日
後
に
全
児
童
と
職
員
の
安
否
が
確
認
さ

れ
た
時
は
全
員
で
喜
ん
だ
。
児
童
の
安
否
確

認
や
健
康
状
況
の
把
握
の
た
め
に
、
家
庭
訪

問
を
２
回
実
施
し
て
い
る
。

　

修
了
式
に
は
、
先
生
方
の
努
力
で
児
童
全

員
に
通
信
表
を
渡
す
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、

卒
業
式
は
体
育
館
が
使
用
で
き
な
い
た
め
、

多
目
的
ホ
ー
ル
で
実
施
し
た
。
震
災
の
影
響

を
鑑
み
、
式
場
の
装
飾
も
無
く
、
児
童
と
保

護
者
と
教
職
員
だ
け
の
質
素
な
式
で
あ
っ
た

が
格
別
の
思
い
の
卒
業
式
と
な
っ
た
。

（
塩
竈
市
教
育
委
員
会
『
3
・
11　

塩
竈
っ
子
へ
《
第
２

集
》』　

第
一
小
学
校　

竹
田
校
長
）
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始
業
式
と
入
学
式
は
４
月
21
日
に
約
２
週
間

遅
れ
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
新
年
度
、
児
童
・
生

徒
に
は
、
貴
重
な
震
災
体
験
か
ら
学
ん
だ
こ
と

や
生
き
る
こ
と
の
大
切
さ
を
踏
ま
え
、
災
害
か

ら
自
分
自
身
の
身
を
守
る
こ
と
を
真
剣
に
考
え

て
ほ
し
い
と
願
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
施
設
の

復
旧
を
急
ぐ
と
と
も
に
、
防
災
教
育
の
充
実
へ

と
つ
な
げ
る
た
め
、
平
成
23
年
度
に
は
「
防
災

教
育
推
進
者
養
成
講
習
会
」「
学
校
防
災
マ
ニ
ュ

ア
ル
集
の
発
行
」「
震
災
体
験
文
集
の
発
行
」「
子

ど
も
の
心
の
ケ
ア
を
支
援
す
る
教
師
の
た
め
の

研
修
会
」
等
の
事
業
を
行
い
ま
し
た
。
な
お
、

児
童
・
生
徒
へ
の
教
育
支
援
・
心
の
ケ
ア
は
、

長
期
的
な
取
組
が
不
可
欠
と
考
え
、
平
成
24
年

度
以
降
も
引
き
続
き
実
施
。
10
月
に
は
児
童
、

生
徒
向
け
の
防
災
教
育
副
読
本
も
発
行
し
ま
し

た
。

　

被
害
を
受
け
た
学
校
の
復
旧
工
事
は
、
平
成

23
年
度
内
に
す
べ
て
完
了
し
ま
し
た
。
復
旧
事

業
は
全
て
原
状
回
復
が
原
則
で
す
が
、
体
育
館

外
壁
を
よ
り
軽
い
建
材
で
あ
る
金
属
系
サ
イ

デ
ィ
ン
グ
に
変
更
す
る
な
ど
、
耐
震
性
強
化
に

努
め
ま
し
た
。

■各学校への避難者数（平成 23 年 3 月 13 日時点）

学校名 避難者数
第一小学校 830
第二小学校 421
第三小学校 1,000
月見ヶ丘小学校 117
玉川小学校 150
杉の入小学校 800
第一中学校 400
第二中学校 700
第三中学校 800
玉川中学校 15
浦戸第二小学校・浦戸中学校 80

『3.11　塩竈っ子へ～学校防災
マニュアル集～～東日本大震災
体験文集～』《第１集》《第２集》『3.11　塩竈っ子へ　副読本』

『塩竈市学校防災プログラ
ム集～塩竈市総合防災訓練
2013 に参加して～』

見
え
る
も
の
が
、
全
て
揺
れ
た
。
机
、
蛍
光
灯
、
教
室
…
…
。
担
任
す
る
１
年
生
の
子
ど
も
を
２
つ
あ
る
机
の
１
つ
の
下
に
入
れ
た
。

「
大
丈
夫
、
大
丈
夫
。」

子
ど
も
へ
掛
け
た
言
葉
が
、
震
え
て
い
た
の
が
自
分
で
も
わ
か
っ
た
。
そ
れ
で
も
、
声
を
掛
け
続
け
た
。

（
塩
竈
市
教
育
委
員
会
『
3
・
11　

塩
竈
っ
子
へ
』　

月
見
ヶ
丘
小
学
校　

小
嶋
教
諭
）

避
難
所
か
ら
授
業
再
開
へ

～
教
訓
と
経
験
を
伝
え
る
場
と
し
て

震
災
以
降
の
歩
み
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地
域
の
方
々
と
一
体
と
な
っ
た

防
災
支
援
体
制
づ
く
り
の
た
め
に

　

平
成
25
年
度
、
塩
竈
市
総
合
防
災
訓
練
当
日

を
「
防
災
教
育
の
日
」
と
し
、市
内
の
全
小
学
校
・

中
学
校
の
児
童
・
生
徒
が
参
加
し
ま
し
た
。
地

域
と
一
体
の
防
災
支
援
体
制
づ
く
り
を
目
指
し

た
取
組
の
一
つ
で
す
。
そ
の
成
果
と
し
て
、
学

校
ご
と
に
工
夫
を
こ
ら
し
た
独
自
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
と
参
加
者
（
児
童
・
生
徒
ほ
か
）
の
声
を
ま

と
め
た
『
塩
竈
市
学
校
防
災
プ
ロ
グ
ラ
ム
集
～

塩
竈
市
総
合
防
災
訓
練
2
0
1
3
に
参
加
し
て

～
』
を
12
月
に
発
行
。
児
童
・
生
徒
の
防
災
意

識
の
向
上
に
よ
る
「
自
助
」
に
加
え
、地
域
の
方
々

と
の
連
携
に
よ
る
「
共
助
」
が
よ
り
一
層
具
体

化
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
、
市
内
の
各
町
内
会

（
防
災
組
織
）
に
も
配
布
し
ま
し
た
。

　
「
防
災
プ
ロ
グ
ラ
ム
集
」
に
は
、「
学
校
防
災
（
津

波
）
に
関
す
る
日
ご
ろ
の
備
え
８
項
目
」
が
掲心のケア研修会

救命対応訓練

防災機能強化事業

防災機能強化事業

第三小学校／三小元校長安曇浩一氏による講演会

浦戸小・浦戸第二中学校／登校時の津波対応避難訓練

第一中学校／松島少年自然の家の社教主事を招いて
防災体験や防災マップづくり

玉川中学校／「震災語り部の会」小齋正義氏による
防災講演会

第二小学校／仙台管区気象台の地震情報官を招いて
防災教室

月見ヶ丘小学校／防災教育全校集会
※写真は別の日に行われた引き渡し訓練

玉川小学校／蔵王少年自然の家の社教主事を招いて
防災教室

第三中学校／地区ごとにハザードマップづくり

第一小学校／三次避難として塩釜高校へ避難
※平成 26 年 11 月 4 日実施

杉の入小学校／防災備蓄倉庫内物品の見学

第二中学校／建築士会まつしま支部や東北工業大学
の方を招いて木造家屋の簡易耐震診断を学習

防
災
意
識
啓
蒙
事
業
の
積
み
重
ね
で

児
童
・
生
徒
の
命
を
守
る

　

平
成
26
年
６
月
８
日
に
行
わ
れ
た
塩
竈
市
総

合
防
災
訓
練
に
は
、
前
年
度
に
引
き
続
き
市
内

の
全
小
・
中
学
校
が
参
加
し
、
避
難
訓
練
、
避

難
所
開
設
訓
練
な
ど
に
加
え
て
各
校
独
自
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
う
し
た
実
践

（
防
災
意
識
啓
蒙
事
業
）
の
積
み
重
ね
が
児
童
・

生
徒
の
命
を
守
る
こ
と
に
な
る
と
期
待
さ
れ
ま

す
。

　

東
日
本
大
震
災
で
は
、
津
波
に
よ
っ
て
そ
の

日
卒
業
し
た
ば
か
り
の
生
徒
１
名
の
尊
い
命
が

奪
わ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
悲
し
い
出
来
事
を

二
度
と
繰
り
返
す
こ
と
が
な
い
よ
う
、
今
後
も

防
災
教
育
に
力
を
入
れ
て
取
り
組
み
ま
す
。
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載
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
に
は
、
校
内
の
防
災

体
制
や
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
整
備
、
避
難
場
所
と
経

路
を
訓
練
等
で
確
認
す
る
こ
と
、
安
否
確
認
や

引
き
渡
し
の
ル
ー
ル
等
に
加
え
て
、「
各
町
内
会

や
保
護
者
と
連
携
す
る
機
会
を
日
常
的
に
持
ち
、

避
難
所
開
設
時
に
は
役
割
分
担
を
事
前
に
協
議

し
、
運
営
に
協
力
す
る
」
と
地
域
と
の
連
携
が

強
調
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、「
登
下
校
中
や

在
宅
時
等
、
ど
の
よ
う
な
状
況
下
で
も
自
分
ひ

と
り
で
避
難
対
応
で
き
る
」
防
災
教
育
を
進
め

る
と
と
も
に
、
児
童
生
徒
の
「
心
の
ケ
ア
」
の

た
め
に
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
ス
ク
ー
ル

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
活
用
だ
け
で
な
く
教

職
員
も
取
り
組
む
こ
と
が
う
た
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
25
年
度
内
に
は
ま
た
、
小
中
学
校
防
災

機
能
強
化
事
業
（
災
害
に
強
い
教
育
施
設
の
実

現
）
と
し
て
、
第
二
中
学
校
と
玉
川
中
学
校
の

体
育
館
天
井
撤
去
工
事
も
実
施
し
ま
し
た
。
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地
域
の
方
々
と
一
体
と
な
っ
た

防
災
支
援
体
制
づ
く
り
の
た
め
に

　

平
成
25
年
度
、
塩
竈
市
総
合
防
災
訓
練
当
日

を
「
防
災
教
育
の
日
」
と
し
、市
内
の
全
小
学
校
・

中
学
校
の
児
童
・
生
徒
が
参
加
し
ま
し
た
。
地

域
と
一
体
の
防
災
支
援
体
制
づ
く
り
を
目
指
し

た
取
組
の
一
つ
で
す
。
そ
の
成
果
と
し
て
、
学

校
ご
と
に
工
夫
を
こ
ら
し
た
独
自
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
と
参
加
者
（
児
童
・
生
徒
ほ
か
）
の
声
を
ま

と
め
た
『
塩
竈
市
学
校
防
災
プ
ロ
グ
ラ
ム
集
～

塩
竈
市
総
合
防
災
訓
練
2
0
1
3
に
参
加
し
て

～
』
を
12
月
に
発
行
。
児
童
・
生
徒
の
防
災
意

識
の
向
上
に
よ
る
「
自
助
」
に
加
え
、地
域
の
方
々

と
の
連
携
に
よ
る
「
共
助
」
が
よ
り
一
層
具
体

化
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
、
市
内
の
各
町
内
会

（
防
災
組
織
）
に
も
配
布
し
ま
し
た
。

　
「
防
災
プ
ロ
グ
ラ
ム
集
」
に
は
、「
学
校
防
災
（
津

波
）
に
関
す
る
日
ご
ろ
の
備
え
８
項
目
」
が
掲心のケア研修会

救命対応訓練

防災機能強化事業

防災機能強化事業

第三小学校／三小元校長安曇浩一氏による講演会

浦戸小・浦戸第二中学校／登校時の津波対応避難訓練

第一中学校／松島少年自然の家の社教主事を招いて
防災体験や防災マップづくり

玉川中学校／「震災語り部の会」小齋正義氏による
防災講演会

第二小学校／仙台管区気象台の地震情報官を招いて
防災教室

月見ヶ丘小学校／防災教育全校集会
※写真は別の日に行われた引き渡し訓練

玉川小学校／蔵王少年自然の家の社教主事を招いて
防災教室

第三中学校／地区ごとにハザードマップづくり

第一小学校／三次避難として塩釜高校へ避難
※平成 26 年 11 月 4 日実施

杉の入小学校／防災備蓄倉庫内物品の見学

第二中学校／建築士会まつしま支部や東北工業大学
の方を招いて木造家屋の簡易耐震診断を学習

防
災
意
識
啓
蒙
事
業
の
積
み
重
ね
で

児
童
・
生
徒
の
命
を
守
る

　

平
成
26
年
６
月
８
日
に
行
わ
れ
た
塩
竈
市
総

合
防
災
訓
練
に
は
、
前
年
度
に
引
き
続
き
市
内

の
全
小
・
中
学
校
が
参
加
し
、
避
難
訓
練
、
避

難
所
開
設
訓
練
な
ど
に
加
え
て
各
校
独
自
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
う
し
た
実
践

（
防
災
意
識
啓
蒙
事
業
）
の
積
み
重
ね
が
児
童
・

生
徒
の
命
を
守
る
こ
と
に
な
る
と
期
待
さ
れ
ま

す
。

　

東
日
本
大
震
災
で
は
、
津
波
に
よ
っ
て
そ
の

日
卒
業
し
た
ば
か
り
の
生
徒
１
名
の
尊
い
命
が

奪
わ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
悲
し
い
出
来
事
を

二
度
と
繰
り
返
す
こ
と
が
な
い
よ
う
、
今
後
も

防
災
教
育
に
力
を
入
れ
て
取
り
組
み
ま
す
。

REPORT

載
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
に
は
、
校
内
の
防
災

体
制
や
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
整
備
、
避
難
場
所
と
経

路
を
訓
練
等
で
確
認
す
る
こ
と
、
安
否
確
認
や

引
き
渡
し
の
ル
ー
ル
等
に
加
え
て
、「
各
町
内
会

や
保
護
者
と
連
携
す
る
機
会
を
日
常
的
に
持
ち
、

避
難
所
開
設
時
に
は
役
割
分
担
を
事
前
に
協
議

し
、
運
営
に
協
力
す
る
」
と
地
域
と
の
連
携
が

強
調
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、「
登
下
校
中
や

在
宅
時
等
、
ど
の
よ
う
な
状
況
下
で
も
自
分
ひ

と
り
で
避
難
対
応
で
き
る
」
防
災
教
育
を
進
め

る
と
と
も
に
、
児
童
生
徒
の
「
心
の
ケ
ア
」
の

た
め
に
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
ス
ク
ー
ル

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
活
用
だ
け
で
な
く
教

職
員
も
取
り
組
む
こ
と
が
う
た
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
25
年
度
内
に
は
ま
た
、
小
中
学
校
防
災

機
能
強
化
事
業
（
災
害
に
強
い
教
育
施
設
の
実

現
）
と
し
て
、
第
二
中
学
校
と
玉
川
中
学
校
の

体
育
館
天
井
撤
去
工
事
も
実
施
し
ま
し
た
。
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震
災
の
反
省
と
教
訓
を
踏
ま
え
、

「
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
」
へ

　
「
今
後
30
年
以
内
の
発
生
確
率
は
99
％
」
と
高

い
確
率
で
発
生
が
想
定
さ
れ
て
い
た
宮
城
県
沖

地
震
。
震
災
前
、
市
で
は
県
の
「
第
三
次
地
震

被
害
想
定
調
査
」
の
被
害
実
態
お
よ
び
「
塩
竈

市
地
域
防
災
計
画
」
に
基
づ
き
、
準
備
と
対
策

を
講
じ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
東
日
本
大
震

災
の
地
震
と
津
波
の
規
模
は
、
想
定
を
は
る
か

に
上
回
り
、
十
分
な
災
害
時
対
応
を
と
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
反
省
と
教
訓
を

踏
ま
え
、
平
成
23
年
12
月
に
策
定
し
た
「
塩
竈

市
震
災
復
興
計
画
」
の
基
本
理
念
の
一
つ
に
「
安

全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
災
害
に
強
い
ま
ち
づ

く
り
の
推
進
」を
掲
げ
ま
し
た
。
そ
の
理
念
の
下
、

各
種
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
災
害
に
強
い

ま
ち
づ
く
り
の
推
進

　

さ
ま
ざ
ま
な
災
害
に
よ
る
被
害
を
最
小
限

に
防
ぐ
と
と
も
に
、
迅
速
に
対
処
で
き
る
よ

う
、
こ
れ
ま
で
一
般
木
造
住
宅
の
耐
震
補
強

の
促
進
や
公
共
建
築
物
等
の
耐
震
化
、
津
波
・

高
潮
対
策
、
自
主
防
災
組
織
の
育
成
を
図
る

モニターカメラの映像（市民安全課内）

な
ど
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

き
ま
し
た
。

　

今
回
の
震
災
の
教
訓
を
踏
ま
え
、
特
に
津

波
に
対
す
る
抜
本
的
な
対
策
を
検
討
す
る
と

と
も
に
、
こ
れ
ま
で
の
防
災
対
策
・
体
制
の

見
直
し
や
、
地
盤
沈
下
へ
の
対
応
を
図
る
な

ど
、
ま
ち
の
防
災
力
向
上
に
努
め
、
市
民
が

安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
災
害
に
強
い
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

防災ラジオ

情
報
伝
達
手
段
の
整
備
・
強
化
、

情
報
網
の
構
築
を
早
急
に
実
施

　

東
日
本
大
震
災
の
反
省
と
教
訓
の
第
一
に
、

情
報
イ
ン
フ
ラ
の
不
備
が
あ
り
ま
す
。
停
電
や

地
震
に
よ
る
倒
壊
、
津
波
の
浸
水
な
ど
に
よ
っ

て
長
期
間
に
わ
た
り
情
報
伝
達
に
不
具
合
が
発

生
し
、
復
旧
作
業
な
ど
に
支
障
を
き
た
し
ま
し

た
。
大
規
模
な
余
震
の
発
生
も
想
定
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
災
害
発
生
時
の
迅
速
か
つ
正
確
な
情

報
伝
達
手
段
の
整
備
・
強
化
、
多
様
の
情
報
網

の
構
築
を
早
急
に
実
施
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

◎ 

全
国
瞬
時
情
報
シ
ス
テ
ム
（
J
ア
ラ
ー
ト
）
の

運
用
開
始

平
成
23
年
６
月
29
日
か
ら
運
用
を
開
始
し
ま

し
た
。
国
（
消
防
庁
）
か
ら
緊
急
地
震
速
報

や
テ
ロ
攻
撃
な
ど
に
関
す
る
緊
急
情
報
が
、

衛
星
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
用
い
て
瞬
時
に

送
信
さ
れ
た
場
合
、
そ
れ
を
防
災
行
政
無
線

の
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
自
動
放
送
し
て
お

知
ら
せ
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。
24
時
間
、
い

つ
で
も
自
動
的
に
放
送
さ
れ
ま
す
。

◎ 

緊
急
速
報「
塩
竈
市
災
害
情
報
」の
配
信
開
始

平
成
23
年
９
月
１
日
、
携
帯
電
話
会
社
の
エ

リ
ア
メ
ー
ル
を
活
用
し
、
独
自
の
緊
急
速
報

（
※
）
の
配
信
を
開
始
し
ま
し
た
。

※「
津
波
注
意
報
」「
津
波
警
報
」「
大
津
波
警
報
」

　
「
避
難
に
関
す
る
情
報
」
な
ど

◎ 

同
報
系
防
災
行
政
無
線
な
ど
の
整
備
・
強
化

平
成
24
年
4
月
、
災
害
情
報
や
注
意
喚
起
を

お
知
ら
せ
す
る
同
報
系
防
災
行
政
無
線
な
ど

の
整
備
・
強
化
を
行
い
ま
し
た
。

・
ア
ナ
ロ
グ
方
式
か
ら
デ
ジ
タ
ル
方
式
へ
変
更

・ 

受
信
施
設
の
増
設
（
個
別
受
信
機
の
配
備
）

と
ス
ピ
ー
カ
ー
の
増
強

・
可
搬
式
親
局
装
置
か
ら
放
送
可
能

・
1
2
0
時
間
稼
働
可
能
な
蓄
電
式
バ
ッ
テ
リ
ー

・ 

電
話
応
答
装
置
（
電
話
で
放
送
内
容
を
確

認
で
き
る
）

・ 

マ
リ
ン
ゲ
ー
ト
と
浦
戸
ブ
ル
ー
セ
ン
タ
ー

に
津
波
監
視
カ
メ
ラ
設
置

・
モ
ー
タ
ー
サ
イ
レ
ン
設
置
（
９
カ
所
）

・ 

沿
岸
部
の
屋
外
拡
声
子
局
（
11
カ
所
）
に

パ
ト
ラ
ン
プ
を
設
置

◎ 

「
緊
急
情
報
伝
達
シ
ス
テ
ム
」
の
運
用
開
始

平
成
24
年
4
月
か
ら
「
緊
急
情
報
伝
達
シ
ス

テ
ム
」
の
運
用
を
開
始
し
ま
し
た
。
市
の
防

災
行
政
無
線
が
放
送
さ
れ
る
と
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
F
M
で
は
、
そ
の
内
容
が
ラ
ジ
オ
放
送

に
自
動
割
込
で
流
れ
ま
す
。
ま
た
、
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
で
は
緊
急
放
送
が
表
示
さ
れ
、
窓

を
閉
め
切
っ
て
い
る
時
や
無
線
が
聞
き
取
り

に
く
い
場
所
で
も
情
報
を
入
手
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
全
国
瞬
時
情
報
シ
ス
テ
ム
（
J

ア
ラ
ー
ト
）
に
も
対
応
し
ま
し
た
。

震
災
時
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
F
M
（
B
A
Y 

W
A
V
E
）
は
、「
臨
時
災
害
放
送
局
（
し
お

が
ま
さ
い
が
い
エ
フ
エ
ム
）」
と
し
て
市
役
所

か
ら
各
種
情
報
を
発
信
。
情
報
伝
達
に
お
い

て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。
平
成
26

年
９
月
、
塩
釜
ガ
ス
体
育
館
の
敷
地
内
に
送

信
ア
ン
テ
ナ
が
新
設
さ
れ
、
出
力
も
増
強
。

こ
れ
に
よ
り
、
浦
戸
地
区
を
含
む
市
全
域
が

聴
取
可
能
エ
リ
ア
と
な
り
ま
し
た
。

◎ 

防
災
ラ
ジ
オ
整
備
事
業

平
成
26
年
12
月
、
避

難
行
動
要
支
援
者
を

対
象
に
、
円
滑
な
避

難
行
動
が
と
れ
る
よ

う
、
緊
急
時
に
自
動

で
起
動
し
、
情
報
を

受
信
す
る
防
災
ラ
ジ

オ
を
配
布
し
ま
し
た
。

既
設
の
公
園
の
防
災
機
能
を
高
め
、

指
定
避
難
所
の
設
備
を
拡
充

　

平
成
26
年
度
、
一
時
避
難
所
に
指
定
さ
れ
て

い
る
清
水
沢
公
園
の
防
災
機
能
を
高
め
る
工
事

を
実
施
。
災
害
時
に
水
を
確
保
で
き
る
耐
水
性

貯
水
槽
や
ス
タ
ン
ド
ベ
ン
チ
、
災
害
用
ト
イ
レ

（
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
）、
備
蓄
倉
庫
、
ソ
ー
ラ
ー

照
明
灯
な
ど
を
備
え
た
防
災
公
園
と
し
ま
し
た
。

ま
た
、
指
定
避
難
所
６
カ
所
（
※
）
に
災
害
用

ト
イ
レ
を
設
置
し
ま
し
た
。
今
後
も
順
次
整
備

を
行
い
ま
す
。

※
第
一
小
、
第
二
小
、
第
三
小
、
杉
の
入
小
、
第
一
中
、
第
二
中

自
主
防
災
組
織
の
強
化
と
、

集
会
所
へ
の
防
災
機
材
配
備

　

大
規
模
な
災
害
発
生
時
、
公
助
（
市
や
防
災

機
関
）
だ
け
で
対
応
す
る
に
は
限
界
が
あ
り
ま

す
。「
わ
が
ま
ち
は
わ
が
手
で
守
る
」
こ
と
が

最
も
重
要
で
あ
り
、
自
主
防
災
組
織
の
有
無
が
、

災
害
時
の
地
域
の
防
災
力
に
大
き
く
影
響
す
る

と
言
わ
れ
ま
す
。
市
で
は
、
町
内
会
な
ど
に
よ

る
自
主
防
災
組
織
の
結
成
や
活
動
を
支
援
す
る

事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
平
成
26
年
12
月
末
現

在
で
の
団
体
数
は
76
、
結
成
率
は
67
・
9
パ
ー

セ
ン
ト
で
す
。

・
自
主
防
災
組
織
助
成
事
業

　

 

新
し
く
結
成
し
た
自
主
防
災
組
織
を
対
象
に
、

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
費
用
の
１
／
２
の

助
成
や
、
構
成
す
る
世
帯
数
に
応
じ
て
防
災

資
機
材
の
購
入
を
支
援
し
ま
す
。

・
出
前
防
災
研
修
会

　

 

災
害
や
自
助
・
共
助
・
公
助
の
役
割
な
ど
を

テ
ー
マ
と
し
た
市
民
向
け
の
防
災
研
修
会
を

実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
町
内
会
の
集
会
所
は
重
要
な
避
難
場
所

に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
発
電
機
な
ど
の
資

材
が
不
足
し
、
次
の
災
害
に
備
え
て
整
備
し
て

ほ
し
い
と
の
要
望
が
多
く
出
さ
れ
ま
し
た
。
そ

こ
で
、
市
内
48
カ
所
の
集
会
所
に
発
電
機
、
夜

間
照
明
灯
、
屋
外
用
コ
ー
ド
リ
ー
ル
、
ガ
ソ
リ

ン
携
行
缶
な
ど
を
配
備
し
ま
し
た
。

市
の
防
災
の
基
本
方
針
は
、

被
害
を
最
小
化
す
る
「
減
災
」

　

災
害
の
発
生
を
完
全
に
防
ぐ
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
市
で
は
、
東
日
本
大
震
災
を
は
じ
め
と

し
た
過
去
の
災
害
に
お
け
る
教
訓
を
踏
ま
え
、

衆
知
を
集
め
て
効
果
的
な
災
害
対
策
を
講
じ
る

と
と
も
に
、
津
波
な
ど
に
対
し
て
は
迅
速
に
避

難
行
動
を
と
る
こ
と
の
重
要
性
を
啓
発
し
、
市

民
一
人
ひ
と
り
の
自
覚
と
努
力
を
促
す
こ
と
に

よ
っ
て
、
被
害
を
軽
減
し
て
い
く
こ
と
を
目
指

し
ま
す
。

　

市
の
各
種
災
害
の
予
防
、
応
急
対
策
、
復
旧

お
よ
び
復
興
に
関
す
る
各
段
階
で
取
り
組
む
べ

き
施
策
は
、
災
害
時
の
被
害
を
最
小
化
す
る
「
減

災
」
の
考
え
方
を
基
本
方
針
と
し
ま
す
。
た
と

え
被
災
し
た
と
し
て
も
人
命
が
失
わ
れ
な
い
こ

と
を
最
重
視
し
、
ま
た
、
経
済
的
被
害
が
で
き

る
だ
け
小
さ
く
な
る
よ
う
、
さ
ま
ざ
ま
な
対
策

を
組
み
合
わ
せ
て
災
害
に
備
え
ま
す
。

■宮城県の第三次地震被害想定調査結果と東日本大震災
宮城県沖地震（単独） 宮城県沖地震（連動） 東日本大震災

全県 塩竈市 全県 塩竈市 塩竈市
建築物（棟） 全壊棟数 5,496 15 7,595 183 1,017 

半壊棟数 38,701 139 50,896 1,219 4,548 
火災（件） 炎上出火点 122 2 158 5 — 

焼失棟数 2,482 116 2,874 54 — 
人的（人） 死者数 96 0 164 6 65（市民） 

負傷者数 4,014 38 6,170 192 —
短期避難者数 90,335 685 122,174 3,158 8,771※

※ 3 月 12 日

職
員
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
災
害
対
応
の
反
省
と
明
ら
か
に
な
っ
た
課
題
。

公
助
の
限
界
と
、
自
助
や
共
助
の
活
躍
、
そ
う
し
た
市
民
・
団
体
と
の
連
携
の
重
要
性
に
気
付
か
さ
れ
ま
し
た
。

次
の
災
害
に
備
え
る
た
め
に
教
訓
を
活
か
す
こ
と
。

ソ
フ
ト
と
ハ
ー
ド
両
面
で
の
、
新
た
な
取
組
が
始
ま
り
ま
し
た
。

反
省
と
課
題
を
次
の
備
え
に

～
塩
竈
市
の
防
災
へ
の
取
組

REPORT
震
災
以
降
の
歩
み
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現
在
・
未
来
／
塩
竈
市
の
防
災
へ
の
取
組



震
災
の
反
省
と
教
訓
を
踏
ま
え
、

「
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
」
へ

　
「
今
後
30
年
以
内
の
発
生
確
率
は
99
％
」
と
高

い
確
率
で
発
生
が
想
定
さ
れ
て
い
た
宮
城
県
沖

地
震
。
震
災
前
、
市
で
は
県
の
「
第
三
次
地
震

被
害
想
定
調
査
」
の
被
害
実
態
お
よ
び
「
塩
竈

市
地
域
防
災
計
画
」
に
基
づ
き
、
準
備
と
対
策

を
講
じ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
東
日
本
大
震

災
の
地
震
と
津
波
の
規
模
は
、
想
定
を
は
る
か

に
上
回
り
、
十
分
な
災
害
時
対
応
を
と
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
反
省
と
教
訓
を

踏
ま
え
、
平
成
23
年
12
月
に
策
定
し
た
「
塩
竈

市
震
災
復
興
計
画
」
の
基
本
理
念
の
一
つ
に
「
安

全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
災
害
に
強
い
ま
ち
づ

く
り
の
推
進
」を
掲
げ
ま
し
た
。
そ
の
理
念
の
下
、

各
種
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
災
害
に
強
い

ま
ち
づ
く
り
の
推
進

　

さ
ま
ざ
ま
な
災
害
に
よ
る
被
害
を
最
小
限

に
防
ぐ
と
と
も
に
、
迅
速
に
対
処
で
き
る
よ

う
、
こ
れ
ま
で
一
般
木
造
住
宅
の
耐
震
補
強

の
促
進
や
公
共
建
築
物
等
の
耐
震
化
、
津
波
・

高
潮
対
策
、
自
主
防
災
組
織
の
育
成
を
図
る

モニターカメラの映像（市民安全課内）

な
ど
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

き
ま
し
た
。

　

今
回
の
震
災
の
教
訓
を
踏
ま
え
、
特
に
津

波
に
対
す
る
抜
本
的
な
対
策
を
検
討
す
る
と

と
も
に
、
こ
れ
ま
で
の
防
災
対
策
・
体
制
の

見
直
し
や
、
地
盤
沈
下
へ
の
対
応
を
図
る
な

ど
、
ま
ち
の
防
災
力
向
上
に
努
め
、
市
民
が

安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
災
害
に
強
い
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

防災ラジオ

情
報
伝
達
手
段
の
整
備
・
強
化
、

情
報
網
の
構
築
を
早
急
に
実
施

　

東
日
本
大
震
災
の
反
省
と
教
訓
の
第
一
に
、

情
報
イ
ン
フ
ラ
の
不
備
が
あ
り
ま
す
。
停
電
や

地
震
に
よ
る
倒
壊
、
津
波
の
浸
水
な
ど
に
よ
っ

て
長
期
間
に
わ
た
り
情
報
伝
達
に
不
具
合
が
発

生
し
、
復
旧
作
業
な
ど
に
支
障
を
き
た
し
ま
し

た
。
大
規
模
な
余
震
の
発
生
も
想
定
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
災
害
発
生
時
の
迅
速
か
つ
正
確
な
情

報
伝
達
手
段
の
整
備
・
強
化
、
多
様
の
情
報
網

の
構
築
を
早
急
に
実
施
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

◎ 

全
国
瞬
時
情
報
シ
ス
テ
ム
（
J
ア
ラ
ー
ト
）
の

運
用
開
始

平
成
23
年
６
月
29
日
か
ら
運
用
を
開
始
し
ま

し
た
。
国
（
消
防
庁
）
か
ら
緊
急
地
震
速
報

や
テ
ロ
攻
撃
な
ど
に
関
す
る
緊
急
情
報
が
、

衛
星
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
用
い
て
瞬
時
に

送
信
さ
れ
た
場
合
、
そ
れ
を
防
災
行
政
無
線

の
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
自
動
放
送
し
て
お

知
ら
せ
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。
24
時
間
、
い

つ
で
も
自
動
的
に
放
送
さ
れ
ま
す
。

◎ 

緊
急
速
報「
塩
竈
市
災
害
情
報
」の
配
信
開
始

平
成
23
年
９
月
１
日
、
携
帯
電
話
会
社
の
エ

リ
ア
メ
ー
ル
を
活
用
し
、
独
自
の
緊
急
速
報

（
※
）
の
配
信
を
開
始
し
ま
し
た
。

※「
津
波
注
意
報
」「
津
波
警
報
」「
大
津
波
警
報
」

　
「
避
難
に
関
す
る
情
報
」
な
ど

◎ 

同
報
系
防
災
行
政
無
線
な
ど
の
整
備
・
強
化

平
成
24
年
4
月
、
災
害
情
報
や
注
意
喚
起
を

お
知
ら
せ
す
る
同
報
系
防
災
行
政
無
線
な
ど

の
整
備
・
強
化
を
行
い
ま
し
た
。

・
ア
ナ
ロ
グ
方
式
か
ら
デ
ジ
タ
ル
方
式
へ
変
更

・ 

受
信
施
設
の
増
設
（
個
別
受
信
機
の
配
備
）

と
ス
ピ
ー
カ
ー
の
増
強

・
可
搬
式
親
局
装
置
か
ら
放
送
可
能

・
1
2
0
時
間
稼
働
可
能
な
蓄
電
式
バ
ッ
テ
リ
ー

・ 

電
話
応
答
装
置
（
電
話
で
放
送
内
容
を
確

認
で
き
る
）

・ 

マ
リ
ン
ゲ
ー
ト
と
浦
戸
ブ
ル
ー
セ
ン
タ
ー

に
津
波
監
視
カ
メ
ラ
設
置

・
モ
ー
タ
ー
サ
イ
レ
ン
設
置
（
９
カ
所
）

・ 

沿
岸
部
の
屋
外
拡
声
子
局
（
11
カ
所
）
に

パ
ト
ラ
ン
プ
を
設
置

◎ 

「
緊
急
情
報
伝
達
シ
ス
テ
ム
」
の
運
用
開
始

平
成
24
年
4
月
か
ら
「
緊
急
情
報
伝
達
シ
ス

テ
ム
」
の
運
用
を
開
始
し
ま
し
た
。
市
の
防

災
行
政
無
線
が
放
送
さ
れ
る
と
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
F
M
で
は
、
そ
の
内
容
が
ラ
ジ
オ
放
送

に
自
動
割
込
で
流
れ
ま
す
。
ま
た
、
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
で
は
緊
急
放
送
が
表
示
さ
れ
、
窓

を
閉
め
切
っ
て
い
る
時
や
無
線
が
聞
き
取
り

に
く
い
場
所
で
も
情
報
を
入
手
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
全
国
瞬
時
情
報
シ
ス
テ
ム
（
J

ア
ラ
ー
ト
）
に
も
対
応
し
ま
し
た
。

震
災
時
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
F
M
（
B
A
Y 

W
A
V
E
）
は
、「
臨
時
災
害
放
送
局
（
し
お

が
ま
さ
い
が
い
エ
フ
エ
ム
）」
と
し
て
市
役
所

か
ら
各
種
情
報
を
発
信
。
情
報
伝
達
に
お
い

て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。
平
成
26

年
９
月
、
塩
釜
ガ
ス
体
育
館
の
敷
地
内
に
送

信
ア
ン
テ
ナ
が
新
設
さ
れ
、
出
力
も
増
強
。

こ
れ
に
よ
り
、
浦
戸
地
区
を
含
む
市
全
域
が

聴
取
可
能
エ
リ
ア
と
な
り
ま
し
た
。

◎ 

防
災
ラ
ジ
オ
整
備
事
業

平
成
26
年
12
月
、
避

難
行
動
要
支
援
者
を

対
象
に
、
円
滑
な
避

難
行
動
が
と
れ
る
よ

う
、
緊
急
時
に
自
動

で
起
動
し
、
情
報
を

受
信
す
る
防
災
ラ
ジ

オ
を
配
布
し
ま
し
た
。

既
設
の
公
園
の
防
災
機
能
を
高
め
、

指
定
避
難
所
の
設
備
を
拡
充

　

平
成
26
年
度
、
一
時
避
難
所
に
指
定
さ
れ
て

い
る
清
水
沢
公
園
の
防
災
機
能
を
高
め
る
工
事

を
実
施
。
災
害
時
に
水
を
確
保
で
き
る
耐
水
性

貯
水
槽
や
ス
タ
ン
ド
ベ
ン
チ
、
災
害
用
ト
イ
レ

（
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
）、
備
蓄
倉
庫
、
ソ
ー
ラ
ー

照
明
灯
な
ど
を
備
え
た
防
災
公
園
と
し
ま
し
た
。

ま
た
、
指
定
避
難
所
６
カ
所
（
※
）
に
災
害
用

ト
イ
レ
を
設
置
し
ま
し
た
。
今
後
も
順
次
整
備

を
行
い
ま
す
。

※
第
一
小
、
第
二
小
、
第
三
小
、
杉
の
入
小
、
第
一
中
、
第
二
中

自
主
防
災
組
織
の
強
化
と
、

集
会
所
へ
の
防
災
機
材
配
備

　

大
規
模
な
災
害
発
生
時
、
公
助
（
市
や
防
災

機
関
）
だ
け
で
対
応
す
る
に
は
限
界
が
あ
り
ま

す
。「
わ
が
ま
ち
は
わ
が
手
で
守
る
」
こ
と
が

最
も
重
要
で
あ
り
、
自
主
防
災
組
織
の
有
無
が
、

災
害
時
の
地
域
の
防
災
力
に
大
き
く
影
響
す
る

と
言
わ
れ
ま
す
。
市
で
は
、
町
内
会
な
ど
に
よ

る
自
主
防
災
組
織
の
結
成
や
活
動
を
支
援
す
る

事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
平
成
26
年
12
月
末
現

在
で
の
団
体
数
は
76
、
結
成
率
は
67
・
9
パ
ー

セ
ン
ト
で
す
。

・
自
主
防
災
組
織
助
成
事
業

　
 

新
し
く
結
成
し
た
自
主
防
災
組
織
を
対
象
に
、

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
費
用
の
１
／
２
の

助
成
や
、
構
成
す
る
世
帯
数
に
応
じ
て
防
災

資
機
材
の
購
入
を
支
援
し
ま
す
。

・
出
前
防
災
研
修
会

　

 

災
害
や
自
助
・
共
助
・
公
助
の
役
割
な
ど
を

テ
ー
マ
と
し
た
市
民
向
け
の
防
災
研
修
会
を

実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
町
内
会
の
集
会
所
は
重
要
な
避
難
場
所

に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
発
電
機
な
ど
の
資

材
が
不
足
し
、
次
の
災
害
に
備
え
て
整
備
し
て

ほ
し
い
と
の
要
望
が
多
く
出
さ
れ
ま
し
た
。
そ

こ
で
、
市
内
48
カ
所
の
集
会
所
に
発
電
機
、
夜

間
照
明
灯
、
屋
外
用
コ
ー
ド
リ
ー
ル
、
ガ
ソ
リ

ン
携
行
缶
な
ど
を
配
備
し
ま
し
た
。

市
の
防
災
の
基
本
方
針
は
、

被
害
を
最
小
化
す
る
「
減
災
」

　

災
害
の
発
生
を
完
全
に
防
ぐ
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
市
で
は
、
東
日
本
大
震
災
を
は
じ
め
と

し
た
過
去
の
災
害
に
お
け
る
教
訓
を
踏
ま
え
、

衆
知
を
集
め
て
効
果
的
な
災
害
対
策
を
講
じ
る

と
と
も
に
、
津
波
な
ど
に
対
し
て
は
迅
速
に
避

難
行
動
を
と
る
こ
と
の
重
要
性
を
啓
発
し
、
市

民
一
人
ひ
と
り
の
自
覚
と
努
力
を
促
す
こ
と
に

よ
っ
て
、
被
害
を
軽
減
し
て
い
く
こ
と
を
目
指

し
ま
す
。

　

市
の
各
種
災
害
の
予
防
、
応
急
対
策
、
復
旧

お
よ
び
復
興
に
関
す
る
各
段
階
で
取
り
組
む
べ

き
施
策
は
、
災
害
時
の
被
害
を
最
小
化
す
る
「
減

災
」
の
考
え
方
を
基
本
方
針
と
し
ま
す
。
た
と

え
被
災
し
た
と
し
て
も
人
命
が
失
わ
れ
な
い
こ

と
を
最
重
視
し
、
ま
た
、
経
済
的
被
害
が
で
き

る
だ
け
小
さ
く
な
る
よ
う
、
さ
ま
ざ
ま
な
対
策

を
組
み
合
わ
せ
て
災
害
に
備
え
ま
す
。

■宮城県の第三次地震被害想定調査結果と東日本大震災
宮城県沖地震（単独） 宮城県沖地震（連動） 東日本大震災

全県 塩竈市 全県 塩竈市 塩竈市
建築物（棟） 全壊棟数 5,496 15 7,595 183 1,017 

半壊棟数 38,701 139 50,896 1,219 4,548 
火災（件） 炎上出火点 122 2 158 5 — 

焼失棟数 2,482 116 2,874 54 — 
人的（人） 死者数 96 0 164 6 65（市民） 

負傷者数 4,014 38 6,170 192 —
短期避難者数 90,335 685 122,174 3,158 8,771※

※ 3 月 12 日
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防災・減災力の強化　－震災後約４年の成果－
　「長い間住み慣れた土地で、安心した生活をいつまでも送れるように」。塩竈市では、これからも防災・減災力の強化に取り組みます。

東日本大震災の反省と明らかとなった課題
　震災後、市職員を対象にアンケート調査を実施し、その結果から検証を行い、「塩竈市地域防災計画」の改訂版に反映させ
ました。

項　目 課題・問題点
1 被害想定 ・宮城県沖地震（連動型）を第三次地震被害想定としていたが、想定以上の地震と津波が発生した。

2 連絡、通信手段の確保

・固定電話、携帯電話が不通になり、指定避難所や防災関係機関の連絡に支障が生じた。 
・浦戸地区との連絡手段が確保できなかった。 
・防災行政無線が聞き取りにくい地域があった。 
・沿岸部の防災行政無線（同報系）が津波により被災した。

3
自助、共助、公助の連携の
推進

・大規模災害時において、市や消防などの公的機関の災害応急対策には限界があることから、自助、共助との連携が必要。 
・自助、共助、公助のそれぞれの平常時、災害発生時等で行うべき責任ある取組の確認。

4 津波対策

・宮城県沖地震を想定していたが、今時津波を踏まえた避難区域等の見直しが必要。 
・同報系防災無線から避難指示を行ったが、津波襲来など被災現況を放送することができなかった。 
・―旦避難したものの、再度帰宅した市民が津波で被災し亡くなっている。 
・津波一時避難ビルヘの避難者が、冠水により長時間にわたり孤立した。 
・津波から生命を守る可能性の高い手段を、地域内に少しでも多く確保することが必要であることから、新たな津波
  一時避難ビルの確保。 
・今後、宮城県が公表する津波浸水想定に基づき、被害想定の見直しが必要。

5 避難路の確保 ・避難路については、平成 24 年 3 月に県が制定した「津波避難のための施設整備指針」に基づき整備を行う。

6 避難所の運営

・14 カ所を指定避難所とし、4, 200 人を収容可能としていたが、最大で、集会所などの避難所を含め 42 カ所で
  約 8, 700 人の避難があったことから、指定避難場所の拡充が必要。 
・避難所は住民主体となった運営に移行するこになっていたが、円滑にできない避難所があった。 
・女性のプライバシー確保や災害弱者のベッドの使用等、避難場所内で配慮が必要。 
・ペット帯同避難者はペット同室の希望が多かった。 
・避難所運営については、教職員の連携を更に強めていく必要。

7 自主防災組織の育成、強化 ・自主防災組織により、自主的に炊き出しや、避難所の運営などが行われたことから、より―層の組織強化が必要。

8 防災拠点等の整備

・指定避難所で使い捨ての非常用トイレを備蓄していたが、後始末や衛生的な問題から、プールの水などを運搬し水
  洗トイレの使用の要望が多かった。また、非常用発電機の台数が不足した。 
・多数の市民が集会所へ避難したことで、発電機等の防災資機材が不足し、防災資機材の整備要望が多くあった。 
・浸水被災区域の市民を他地区の非浸水区域の集会所で受け入れた事例が多数散見された。市全域に防災拠点の配置
  を的確に行い、被災地区を市域全体でカバーすることが重要。

9 相互応援協定 ・県内広域にわたり災害が発生したため、協定通り円滑に行われなかった。

10 食料、生活用品の供給対策

・第三次想定の避難者数 3,200 名を基本に備蓄していたが、大幅に上回る避難者が発生し、非常食糧や毛布が不足した。 
・停電により非常用発電機が必要になったが、台数、燃料も不足した。 
・非常食糧を中心に備蓄していたが、高齢者や子供、女性、乳児の生活用品の要望が多かった。 
・在宅避難者への支援の方法。

11 災害時要援護者の対策

・自主防災組織や町内会から要援護者の避難活動を行うため情報提供の要望があったが、個人情報保護のため対象者
  の情報がスムーズに提供できなかった。 
・民生委員だけでは、要援護者の安否確認や避難誘導が難しいので人的支援が課題。 
・土地勘に不案内な観光客への避難誘導は、避難広報や避難看板を中心に行っていたが、円滑な避難を行う上で、更
  なる対策が必要。

12 災害時の広報体制 ・災害初動時にサーバーのダウンにより、ホームページの公開が停止したことで、最新情報を伝達できなかった。

13 避難方法の徹底 ・自動車での避難が多数あり、渋滞や避難所付近の道路、避難所の校庭が混雑した。

14 燃料の不足
・ガソリン等燃料の供給が長期間にわたり停止し、災害対応や市民生活に支障。 
・燃料の災害時協定が履行不能になり、有効な協定が必要。
・災害が広範囲であったため協定先も被災したことで燃料不足となった。

15 市及び災対各班の対応
・想定を超えた災害であり、災対各部の災害対応マニュアルの見直しが必要。 
・災害時においても継続する必要がある重要業務の計画の策定。

16 消防団活動
・消防団員が活動中に津波で被災する事例が多数報告されたことから、安全に活動を行うマニュアルの整備が必要。 
・津波対策に対応しての救助具等が配備されていなかった。

17 震災教訓の継承
・震災で甚大な被害を被ったが、貴重な経験や教訓を記録をとどめ今後、震災を体験していない次世代の子供たちや、
  各方面に広く伝えていく取組が必要。

18 防災教育の充実
・防災教育により避難誘導が円滑に行われた地域があったことから、危険回避能力を高めるより充実した防災教育に
  力を入れる必要がある。 
・児童生徒の災害への自主的取組 ( ボランティア等 ) の推奨。

19 震災予防対策 ・一部の庁舎が津波で被災し、業務が継続不能になった。

20 浦戸地区対策 ・津波で長期間孤立するなど、離島としての地域性を踏まえた、防災対策が必要。

21 放射能事故対策
・原子力委員会の設置により法定化される「原子力災害対策指針」により、地域防災計画の策定が必要。 
・東京電力福島第一原子力発電所事故では、放射線に対する不安、水産業や観光業などに対する風評被害など放射能
  問題で市民生活に多大な影響が生じることからきめ細やかな対応が必要。

■防災の強化（震災前と震災後の比較）
震災前 震災後 備　考

防災行政無線

（同報系）

方式 アナログ デジタル
子局数 73 局 78 局
バッテリー時間 48 時間 120 時間 子局
可搬型親局装置 － ○ 非常時、親局以外でも放送可
津波監視カメラ － 2 台 本土、野々島
戸別受信器 － 48 台 市施設、駅等の集客施設
電話自動応答装置 － 6 回線 022-364-1260
モーターサイレン － 9 カ所 沿岸部
パトライト － 11 カ所 沿岸部

防災行政無線
（移動系）

子局数 46 台 113 台 防水型

通信ツール
衛星携帯電話 － 2 台 本土、野々島
PHS 電話 － 42 台 各部、各学校

情報の提供方法

J アラート － ○
コミュニティ FM 手動放送 自動放送 行政無線割込放送
CATV 手動放送 手動放送 テロップ放送
エリアメール － ○ docomo、au、SoftBank

情報の受信方法
地震津波警報器（自動起動） － 132 台 緊急地震速報専用
防災ラジオ（自動起動） － ○ 避難行動要支援者対象

指定避難所

指定避難所数 14 カ所 20 カ所
指定避難所の収容可能人数 4,200 人 8,771 人
主な装備品の拡充　飲料水 3,748.0 人／ 1 日 8,771 人／ 2 日
　　　　　　　　　食料品等 4,600.0 人／ 1 日 8,771 人／ 2 日
女性用控室 － ○
災害弱者一時専用室 － ○
ペット対応場所 － ○
災害用トイレ設置 － ６カ所
PHS 電話 － 12 台
Wi-Fi － 11 カ所

避難対策
津波避難ビル数 4 カ所 5 カ所
地震・津波避難ルートの設定 － 17 路線

津波防災拠点施設等
津波防災拠点施設 － 6 カ所 本土 2、浦戸 4
防災公園 － 1 カ所 清水沢公園

自主防災組織
自主防災組織数 59 団体 76 団体
自主防災組織支援事業 － ○ 平成 24、25、26 の 3 カ年

町内会関連
防災研修会 ○ ○ 震災経験を教訓に資料を改訂
集会所防災設備整備 － 48 カ所 発電機、ライト等

防災訓練

総合防災訓練 1 学校区単位 全市域
災害協定自治体との通信訓練 － 2 回／年 4 自治体
浦戸小中学校通信訓練 － 1 回／年

J アラート受信訓練 － 1 回／年
全国瞬時警報システム（J アラート）
全国一斉情報伝達訓練

災害協定 締結数 28 件 40 件

消防団

資機材整備　　救命胴衣 － 20 着
　　　　　　　浮き輪 － 4 個
　　　　　　　災害用ボート － 4 艇 8 人乗り、3 人乗り
　　　　　　　トランシーバー － 50 台
救助資機材搭載型車両 1 台 2 台

その他　　　　防寒着等 － 全消防団員分
編上げゴム長、安全ベスト、
ヘッドランプ

※震災後は平成 26 年 12 月末現在

REPORT

138139



防災・減災力の強化　－震災後約４年の成果－
　「長い間住み慣れた土地で、安心した生活をいつまでも送れるように」。塩竈市では、これからも防災・減災力の強化に取り組みます。

東日本大震災の反省と明らかとなった課題
　震災後、市職員を対象にアンケート調査を実施し、その結果から検証を行い、「塩竈市地域防災計画」の改訂版に反映させ
ました。

項　目 課題・問題点
1 被害想定 ・宮城県沖地震（連動型）を第三次地震被害想定としていたが、想定以上の地震と津波が発生した。

2 連絡、通信手段の確保

・固定電話、携帯電話が不通になり、指定避難所や防災関係機関の連絡に支障が生じた。 
・浦戸地区との連絡手段が確保できなかった。 
・防災行政無線が聞き取りにくい地域があった。 
・沿岸部の防災行政無線（同報系）が津波により被災した。

3
自助、共助、公助の連携の
推進

・大規模災害時において、市や消防などの公的機関の災害応急対策には限界があることから、自助、共助との連携が必要。 
・自助、共助、公助のそれぞれの平常時、災害発生時等で行うべき責任ある取組の確認。

4 津波対策

・宮城県沖地震を想定していたが、今時津波を踏まえた避難区域等の見直しが必要。 
・同報系防災無線から避難指示を行ったが、津波襲来など被災現況を放送することができなかった。 
・―旦避難したものの、再度帰宅した市民が津波で被災し亡くなっている。 
・津波一時避難ビルヘの避難者が、冠水により長時間にわたり孤立した。 
・津波から生命を守る可能性の高い手段を、地域内に少しでも多く確保することが必要であることから、新たな津波
  一時避難ビルの確保。 
・今後、宮城県が公表する津波浸水想定に基づき、被害想定の見直しが必要。

5 避難路の確保 ・避難路については、平成 24 年 3 月に県が制定した「津波避難のための施設整備指針」に基づき整備を行う。

6 避難所の運営

・14 カ所を指定避難所とし、4, 200 人を収容可能としていたが、最大で、集会所などの避難所を含め 42 カ所で
  約 8, 700 人の避難があったことから、指定避難場所の拡充が必要。 
・避難所は住民主体となった運営に移行するこになっていたが、円滑にできない避難所があった。 
・女性のプライバシー確保や災害弱者のベッドの使用等、避難場所内で配慮が必要。 
・ペット帯同避難者はペット同室の希望が多かった。 
・避難所運営については、教職員の連携を更に強めていく必要。

7 自主防災組織の育成、強化 ・自主防災組織により、自主的に炊き出しや、避難所の運営などが行われたことから、より―層の組織強化が必要。

8 防災拠点等の整備

・指定避難所で使い捨ての非常用トイレを備蓄していたが、後始末や衛生的な問題から、プールの水などを運搬し水
  洗トイレの使用の要望が多かった。また、非常用発電機の台数が不足した。 
・多数の市民が集会所へ避難したことで、発電機等の防災資機材が不足し、防災資機材の整備要望が多くあった。 
・浸水被災区域の市民を他地区の非浸水区域の集会所で受け入れた事例が多数散見された。市全域に防災拠点の配置
  を的確に行い、被災地区を市域全体でカバーすることが重要。

9 相互応援協定 ・県内広域にわたり災害が発生したため、協定通り円滑に行われなかった。

10 食料、生活用品の供給対策

・第三次想定の避難者数 3,200 名を基本に備蓄していたが、大幅に上回る避難者が発生し、非常食糧や毛布が不足した。 
・停電により非常用発電機が必要になったが、台数、燃料も不足した。 
・非常食糧を中心に備蓄していたが、高齢者や子供、女性、乳児の生活用品の要望が多かった。 
・在宅避難者への支援の方法。

11 災害時要援護者の対策

・自主防災組織や町内会から要援護者の避難活動を行うため情報提供の要望があったが、個人情報保護のため対象者
  の情報がスムーズに提供できなかった。 
・民生委員だけでは、要援護者の安否確認や避難誘導が難しいので人的支援が課題。 
・土地勘に不案内な観光客への避難誘導は、避難広報や避難看板を中心に行っていたが、円滑な避難を行う上で、更
  なる対策が必要。

12 災害時の広報体制 ・災害初動時にサーバーのダウンにより、ホームページの公開が停止したことで、最新情報を伝達できなかった。

13 避難方法の徹底 ・自動車での避難が多数あり、渋滞や避難所付近の道路、避難所の校庭が混雑した。

14 燃料の不足
・ガソリン等燃料の供給が長期間にわたり停止し、災害対応や市民生活に支障。 
・燃料の災害時協定が履行不能になり、有効な協定が必要。
・災害が広範囲であったため協定先も被災したことで燃料不足となった。

15 市及び災対各班の対応
・想定を超えた災害であり、災対各部の災害対応マニュアルの見直しが必要。 
・災害時においても継続する必要がある重要業務の計画の策定。

16 消防団活動
・消防団員が活動中に津波で被災する事例が多数報告されたことから、安全に活動を行うマニュアルの整備が必要。 
・津波対策に対応しての救助具等が配備されていなかった。

17 震災教訓の継承
・震災で甚大な被害を被ったが、貴重な経験や教訓を記録をとどめ今後、震災を体験していない次世代の子供たちや、
  各方面に広く伝えていく取組が必要。

18 防災教育の充実
・防災教育により避難誘導が円滑に行われた地域があったことから、危険回避能力を高めるより充実した防災教育に
  力を入れる必要がある。 
・児童生徒の災害への自主的取組 ( ボランティア等 ) の推奨。

19 震災予防対策 ・一部の庁舎が津波で被災し、業務が継続不能になった。

20 浦戸地区対策 ・津波で長期間孤立するなど、離島としての地域性を踏まえた、防災対策が必要。

21 放射能事故対策
・原子力委員会の設置により法定化される「原子力災害対策指針」により、地域防災計画の策定が必要。 
・東京電力福島第一原子力発電所事故では、放射線に対する不安、水産業や観光業などに対する風評被害など放射能
  問題で市民生活に多大な影響が生じることからきめ細やかな対応が必要。

■防災の強化（震災前と震災後の比較）
震災前 震災後 備　考

防災行政無線

（同報系）

方式 アナログ デジタル
子局数 73 局 78 局
バッテリー時間 48 時間 120 時間 子局
可搬型親局装置 － ○ 非常時、親局以外でも放送可
津波監視カメラ － 2 台 本土、野々島
戸別受信器 － 48 台 市施設、駅等の集客施設
電話自動応答装置 － 6 回線 022-364-1260
モーターサイレン － 9 カ所 沿岸部
パトライト － 11 カ所 沿岸部

防災行政無線
（移動系）

子局数 46 台 113 台 防水型

通信ツール
衛星携帯電話 － 2 台 本土、野々島
PHS 電話 － 42 台 各部、各学校

情報の提供方法

J アラート － ○
コミュニティ FM 手動放送 自動放送 行政無線割込放送
CATV 手動放送 手動放送 テロップ放送
エリアメール － ○ docomo、au、SoftBank

情報の受信方法
地震津波警報器（自動起動） － 132 台 緊急地震速報専用
防災ラジオ（自動起動） － ○ 避難行動要支援者対象

指定避難所

指定避難所数 14 カ所 20 カ所
指定避難所の収容可能人数 4,200 人 8,771 人
主な装備品の拡充　飲料水 3,748.0 人／ 1 日 8,771 人／ 2 日
　　　　　　　　　食料品等 4,600.0 人／ 1 日 8,771 人／ 2 日
女性用控室 － ○
災害弱者一時専用室 － ○
ペット対応場所 － ○
災害用トイレ設置 － ６カ所
PHS 電話 － 12 台
Wi-Fi － 11 カ所

避難対策
津波避難ビル数 4 カ所 5 カ所
地震・津波避難ルートの設定 － 17 路線

津波防災拠点施設等
津波防災拠点施設 － 6 カ所 本土 2、浦戸 4
防災公園 － 1 カ所 清水沢公園

自主防災組織
自主防災組織数 59 団体 76 団体
自主防災組織支援事業 － ○ 平成 24、25、26 の 3 カ年

町内会関連
防災研修会 ○ ○ 震災経験を教訓に資料を改訂
集会所防災設備整備 － 48 カ所 発電機、ライト等

防災訓練

総合防災訓練 1 学校区単位 全市域
災害協定自治体との通信訓練 － 2 回／年 4 自治体
浦戸小中学校通信訓練 － 1 回／年

J アラート受信訓練 － 1 回／年
全国瞬時警報システム（J アラート）
全国一斉情報伝達訓練

災害協定 締結数 28 件 40 件

消防団

資機材整備　　救命胴衣 － 20 着
　　　　　　　浮き輪 － 4 個
　　　　　　　災害用ボート － 4 艇 8 人乗り、3 人乗り
　　　　　　　トランシーバー － 50 台
救助資機材搭載型車両 1 台 2 台

その他　　　　防寒着等 － 全消防団員分
編上げゴム長、安全ベスト、
ヘッドランプ

※震災後は平成 26 年 12 月末現在
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平
成
26
年
度

塩
竈
市
総
合
防
災
訓
練

「
安
全
・
安
心
な
生
活
が
送
れ
る
塩
竈
」
を
全
市
民
と
と
も
に

「
安
全・安
心
な
生
活
が
送
れ
る
塩
竈
」を

す
べ
て
の
市
民
と
と
も
に

　

市
で
は
、
宮
城
県
沖
地
震
が
発
生
し
た
翌
年
の

昭
和
54
年
度
か
ら
、「
県
民
防
災
の
日
」
に
合
わ

せ
地
震
や
津
波
発
生
に
備
え
た
「
塩
竈
市
総
合
防

災
訓
練
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。
平
成
26
年
度
は
、

６
月
８
日
（
日
）、
午
前
９
時
に
震
度
６
強
の
地

震
が
発
生
し
、
同
時
に
大
津
波
警
報
が
発
表
さ

れ
た
と
の
想
定
で
訓
練
を
開
始
。
一
部
の
訓
練

は
雨
天
の
た
め
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
参
加

者
は
７
１
７
２
名
を
数
え
ま
し
た
。
昨
年
度
に

引
き
続
き
今
年
度
も
市
内
全
小
中
学
校
の
児
童
・

生
徒
も
参
加
。
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
で
は
、
避
難
所

開
設
訓
練
に
加
え
て
、
独
自
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

に
よ
る
防
災
啓
蒙
授
業
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

負傷者の手当て

　

大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
市
や
防
災

関
係
機
関
が
行
う
「
公
助
」
だ
け
で
は
限
界
が

あ
り
ま
す
。
市
民
そ
れ
ぞ
れ
の
「
自
助
」、
自
主

防
災
組
織
や
町
内
会
、企
業
な
ど
に
よ
る
「
共
助
」

と
の
相
互
連
携
が
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ

れ
の
責
務
・
役
割
を
明
確
に
し
て
活
動
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
総
合
防
災
訓
練
は
、
そ
れ
を

実
際
に
近
い
形
で
確
認
す
る
も
の
で
す
。
訓
練
の

主
役
は
市
民
で
あ
り
、
今
年
度
は
約
２
４
０
０

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

来
年
以
降
も
継
続
し
て
実
施
し
ま
す
。
参
加

で
き
な
い
方
に
は
、
家
庭
や
職
場
の
防
災
・
減
災

対
策
、
食
料
や
水
、
生
活
物
資
の
備
蓄
な
ど
を

意
識
し
、
見
直
す
き
っ
か
け
と
し
て
い
た
だ
き
、

「
安
心
・
安
全
な
生
活
が
送
れ
る
塩
竈
」
を
全
市

民
と
と
も
に
つ
く
り
上
げ
ま
す
。

負傷者の搬送

心臓マッサージ体験
配信された緊急情報メール

塩竈一中の生徒も訓練に参加 避難所用パーテーション 女性消防団

「自助」・「共助」・「公助」の連携

自らを自らで守る

・３日分の食料、水の備蓄
・家族間の安否確認方法
・家具の転倒防止、塀、よう壁の
安全確保
・避難場所や避難ルートの確認
など

市民は自らの命、家族、財
産などを守り、日ごろから
安全のための備えに努め
ましょう。

市民の責務・役割

自助 地域でお互いに助け合う

・近所の声がけ、助け合い
・地域の防災活動への参加、協力
・管理施設の安全確保
・地域社会への貢献　など

町内会や自主防災そしき
など相互に協力を行い、事
業者は管理施設や設備の
安全を確保し、地域住民や
従業員の安全確保に努め
ましょう。

町内会や事業者の責務・役割

共助

自助・共助とともに

・地域防災計画の策定
・避難所、備蓄品、その他防災施設の整備
・市民、町内会、各種団体への防災啓蒙活動
・防災機関、他市町村などとの連携
　など

防災活動組織の責務・役割

公助

防災活動組織（市・消防・警察・自衛
隊など）は災害から守るための施
策の実施や防災体制の整備を行
います。

安全安心
な生活

相互協力

相互協力相互協力 相互協力相互協力

■
平
成
26
年
度
塩
竈
市
総
合
防
災
訓
練

〈
目
的
〉

東
日
本
大
震
災
か
ら
得
た
教
訓
を
風
化
さ
せ
な
い
た
め
、「
県
民
防
災
の

日
」（
６
月
12
日
）
の
直
近
の
第
二
日
曜
日
に
総
合
防
災
訓
練
を
実
施
し
、

防
災
体
制
の
確
立
と
防
災
意
識
の
高
揚
を
図
る
。

〈
日
時
〉

平
成
26
年
６
月
８
日
（
日
）
午
前
９
時
～
午
前 
11
時
30
分

〈
場
所
〉

市
内
全
域
（
各
指
定
避
難
所
）
※
メ
イ
ン
会
場
は
第
一
中
学
校

〈
災
害
想
定
〉

地
震
： 

午
前
９
時
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
9
・
0
の
地
震
発
生
（
震
源
地
は

三
陸
沖
）、
市
内
の
震
度
6
強

津
波
： 

宮
城
県
に
大
津
波
警
報
が
発
表
、
午
前
10
時
15
分
に
4
m
の
津
波

到
達
、
市
内
に
避
難
指
示

〈
訓
練
内
容
〉

広
報
、
津
波
対
策
、
避
難
所
開
設
運
営
、
緊
急
招
集
伝
達
、
児
童
生
徒
避

難
な
ど
17
項
目

※
今
回
初
め
て
行
う
訓
練

パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
設
置
に
よ
る
施
設
内
の
区
画
整
理
に
よ
る
居
住
性
確
認 

災
害
時
特
別
公
衆
電
話
を
設
置
し
、
通
信
確
保
確
認 

※
メ
イ
ン
会
場
で
は
避
難
所
開
設
訓
練
終
了
後
、
防
災
関
係
機
関
（
消
防
、

自
衛
隊
な
ど
）
に
よ
る
応
急
救
護
所
設
営
訓
練
や
ト
リ
ア
ー
ジ
訓
練
、
炊

き
出
し
訓
練
、
お
よ
び
防
災
資
機
材
の
展
示
を
行
い
ま
し
た
。

〈
平
成
26
年
度
訓
練
の
特
徴
〉

1
．
市
内
全
小
中
学
校
の
児
童
・
生
徒
が
参
加

2
．
小
中
学
校
の
独
自
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
よ
る
防
災
意
識
啓
蒙
授
業
な
ど

の
実
施

3
．
地
域
（
町
内
会
や
自
主
防
災
組
織
な
ど
）
と
学
校
が
連
携

4
．
新
規
指
定
避
難
所
６
カ
所
を
含
む
、
全
20
カ
所
の
指
定
避
難
所
を
開

設
運
営

※
新
規
指
定
避
難
所
６
カ
所
…
災
害
時
に
お
け
る
施
設
利
用
に
関
す
る
協

定
（
平
成
26
年
5
月
19
日
締
結
に
よ
る
）

塩
釜
港
湾
合
同
庁
舎
、
一
森
山
道
場
、
塩
釜
高
校
、
塩
釜
ガ
ス
体
育
館
、

市
温
水
プ
ー
ル
、
本
町
公
民
館

〈
参
加
団
体
〉

第
二
管
区
海
上
保
安
本
部
／
宮
城
海
上
保
安
部
／
陸
上
自
衛
隊
多
賀
城
駐

屯
地
22
普
通
科
連
隊
本
部
／
塩
釜
警
察
署
／
塩
釜
消
防
署
／
宮
城
県
／
建

築
士
会
ま
つ
し
ま
支
部
／
各
町
内
会
／
各
自
主
防
災
組
織
／
宮
城
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
㈱
／
エ
フ
エ
ム
ベ
イ
エ
リ
ア
㈱
／
N
T
T
東
日
本
宮
城
支
店

／
市
内
全
小
中
学
校
／
災
害
時
応
援
協
定
締
結
４
自
治
体
ほ
か
20
団
体
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平
成
26
年
度

塩
竈
市
総
合
防
災
訓
練

「
安
全
・
安
心
な
生
活
が
送
れ
る
塩
竈
」
を
全
市
民
と
と
も
に

「
安
全・安
心
な
生
活
が
送
れ
る
塩
竈
」を

す
べ
て
の
市
民
と
と
も
に

　

市
で
は
、
宮
城
県
沖
地
震
が
発
生
し
た
翌
年
の

昭
和
54
年
度
か
ら
、「
県
民
防
災
の
日
」
に
合
わ

せ
地
震
や
津
波
発
生
に
備
え
た
「
塩
竈
市
総
合
防

災
訓
練
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。
平
成
26
年
度
は
、

６
月
８
日
（
日
）、
午
前
９
時
に
震
度
６
強
の
地

震
が
発
生
し
、
同
時
に
大
津
波
警
報
が
発
表
さ

れ
た
と
の
想
定
で
訓
練
を
開
始
。
一
部
の
訓
練

は
雨
天
の
た
め
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
参
加

者
は
７
１
７
２
名
を
数
え
ま
し
た
。
昨
年
度
に

引
き
続
き
今
年
度
も
市
内
全
小
中
学
校
の
児
童
・

生
徒
も
参
加
。
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
で
は
、
避
難
所

開
設
訓
練
に
加
え
て
、
独
自
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

に
よ
る
防
災
啓
蒙
授
業
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

負傷者の手当て

　

大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
市
や
防
災

関
係
機
関
が
行
う
「
公
助
」
だ
け
で
は
限
界
が

あ
り
ま
す
。
市
民
そ
れ
ぞ
れ
の
「
自
助
」、
自
主

防
災
組
織
や
町
内
会
、企
業
な
ど
に
よ
る
「
共
助
」

と
の
相
互
連
携
が
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ

れ
の
責
務
・
役
割
を
明
確
に
し
て
活
動
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
総
合
防
災
訓
練
は
、
そ
れ
を

実
際
に
近
い
形
で
確
認
す
る
も
の
で
す
。
訓
練
の

主
役
は
市
民
で
あ
り
、
今
年
度
は
約
２
４
０
０

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

来
年
以
降
も
継
続
し
て
実
施
し
ま
す
。
参
加

で
き
な
い
方
に
は
、
家
庭
や
職
場
の
防
災
・
減
災

対
策
、
食
料
や
水
、
生
活
物
資
の
備
蓄
な
ど
を

意
識
し
、
見
直
す
き
っ
か
け
と
し
て
い
た
だ
き
、

「
安
心
・
安
全
な
生
活
が
送
れ
る
塩
竈
」
を
全
市

民
と
と
も
に
つ
く
り
上
げ
ま
す
。

負傷者の搬送

心臓マッサージ体験
配信された緊急情報メール

塩竈一中の生徒も訓練に参加 避難所用パーテーション 女性消防団

「自助」・「共助」・「公助」の連携

自らを自らで守る

・３日分の食料、水の備蓄
・家族間の安否確認方法
・家具の転倒防止、塀、よう壁の
安全確保
・避難場所や避難ルートの確認
など

市民は自らの命、家族、財
産などを守り、日ごろから
安全のための備えに努め
ましょう。

市民の責務・役割

自助 地域でお互いに助け合う

・近所の声がけ、助け合い
・地域の防災活動への参加、協力
・管理施設の安全確保
・地域社会への貢献　など

町内会や自主防災そしき
など相互に協力を行い、事
業者は管理施設や設備の
安全を確保し、地域住民や
従業員の安全確保に努め
ましょう。

町内会や事業者の責務・役割

共助

自助・共助とともに

・地域防災計画の策定
・避難所、備蓄品、その他防災施設の整備
・市民、町内会、各種団体への防災啓蒙活動
・防災機関、他市町村などとの連携
　など

防災活動組織の責務・役割

公助

防災活動組織（市・消防・警察・自衛
隊など）は災害から守るための施
策の実施や防災体制の整備を行
います。

安全安心
な生活

相互協力

相互協力相互協力 相互協力相互協力

■
平
成
26
年
度
塩
竈
市
総
合
防
災
訓
練

〈
目
的
〉

東
日
本
大
震
災
か
ら
得
た
教
訓
を
風
化
さ
せ
な
い
た
め
、「
県
民
防
災
の

日
」（
６
月
12
日
）
の
直
近
の
第
二
日
曜
日
に
総
合
防
災
訓
練
を
実
施
し
、

防
災
体
制
の
確
立
と
防
災
意
識
の
高
揚
を
図
る
。

〈
日
時
〉

平
成
26
年
６
月
８
日
（
日
）
午
前
９
時
～
午
前 

11
時
30
分

〈
場
所
〉

市
内
全
域
（
各
指
定
避
難
所
）
※
メ
イ
ン
会
場
は
第
一
中
学
校

〈
災
害
想
定
〉

地
震
： 

午
前
９
時
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
9
・
0
の
地
震
発
生
（
震
源
地
は

三
陸
沖
）、
市
内
の
震
度
6
強

津
波
： 

宮
城
県
に
大
津
波
警
報
が
発
表
、
午
前
10
時
15
分
に
4
m
の
津
波

到
達
、
市
内
に
避
難
指
示

〈
訓
練
内
容
〉

広
報
、
津
波
対
策
、
避
難
所
開
設
運
営
、
緊
急
招
集
伝
達
、
児
童
生
徒
避

難
な
ど
17
項
目

※
今
回
初
め
て
行
う
訓
練

パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
設
置
に
よ
る
施
設
内
の
区
画
整
理
に
よ
る
居
住
性
確
認 

災
害
時
特
別
公
衆
電
話
を
設
置
し
、
通
信
確
保
確
認 

※
メ
イ
ン
会
場
で
は
避
難
所
開
設
訓
練
終
了
後
、
防
災
関
係
機
関
（
消
防
、

自
衛
隊
な
ど
）
に
よ
る
応
急
救
護
所
設
営
訓
練
や
ト
リ
ア
ー
ジ
訓
練
、
炊

き
出
し
訓
練
、
お
よ
び
防
災
資
機
材
の
展
示
を
行
い
ま
し
た
。

〈
平
成
26
年
度
訓
練
の
特
徴
〉

1
．
市
内
全
小
中
学
校
の
児
童
・
生
徒
が
参
加

2
．
小
中
学
校
の
独
自
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
よ
る
防
災
意
識
啓
蒙
授
業
な
ど

の
実
施

3
．
地
域
（
町
内
会
や
自
主
防
災
組
織
な
ど
）
と
学
校
が
連
携

4
．
新
規
指
定
避
難
所
６
カ
所
を
含
む
、
全
20
カ
所
の
指
定
避
難
所
を
開

設
運
営

※
新
規
指
定
避
難
所
６
カ
所
…
災
害
時
に
お
け
る
施
設
利
用
に
関
す
る
協

定
（
平
成
26
年
5
月
19
日
締
結
に
よ
る
）

塩
釜
港
湾
合
同
庁
舎
、
一
森
山
道
場
、
塩
釜
高
校
、
塩
釜
ガ
ス
体
育
館
、

市
温
水
プ
ー
ル
、
本
町
公
民
館

〈
参
加
団
体
〉

第
二
管
区
海
上
保
安
本
部
／
宮
城
海
上
保
安
部
／
陸
上
自
衛
隊
多
賀
城
駐

屯
地
22
普
通
科
連
隊
本
部
／
塩
釜
警
察
署
／
塩
釜
消
防
署
／
宮
城
県
／
建

築
士
会
ま
つ
し
ま
支
部
／
各
町
内
会
／
各
自
主
防
災
組
織
／
宮
城
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
㈱
／
エ
フ
エ
ム
ベ
イ
エ
リ
ア
㈱
／
N
T
T
東
日
本
宮
城
支
店

／
市
内
全
小
中
学
校
／
災
害
時
応
援
協
定
締
結
４
自
治
体
ほ
か
20
団
体

REPORT

141 140

震
災
以
降
の
歩
み
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